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略
年
譜

山
川
秀
峰
執
筆
雑
誌
記
事

は
じ
め
に

山
川
秀
峰
（
一
八
九
八
～
一
九
四
四
）
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か

け
て
、
官
展
を
中
心
に
郷
土
会
、
伝
神
洞
画
塾
、
日
本
画
会
と
い
っ
た
各
種
展

覧
会
に
作
品
を
発
表
し
活
躍
し
た
日
本
画
家
で
あ
る
。
鏑
木
清
方
門
下
の
一
人

と
し
て
同
門
の
作
家
と
と
も
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
般
的
に
そ
の
知
名

度
は
決
し
て
高
い
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た

こ
と
が
当
時
の
美
術
雑
誌
や
新
聞
記
事
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年

は
、
展
覧
会
解
説
な
ど
に
お
い
て
美
人
画
家
と
し
て
伊
東
深
水
、
寺
島
紫
明
と

と
も
に
清
方
門
下
の
三
羽
烏
と
い
っ
た
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
同
時
代
の
美

術
評
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
伊
東
深
水
と
山
川
秀
峰
は
歳
も
近
く
、
し
ば
し

ば
並
び
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
一
、
両
者
を
比
較
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昨
今
で
は
、
新
版
画
、
官
展
出
品
作
品
の
一
部
が
関
連
す
る
展
覧
会
や
書
籍

に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、
作
家
像
か
ら
で
は
な
く
作
品
を
通
し
て
秀
峰
と
い
う
人

山
川
秀
峰
の
生
涯
と
画
業

	

―
表
現
の
模
索
か
ら「
舞
踊
画
」へ

𠮷
井
大
門　
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物
を
知
る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
秀
峰
を
中
心

と
し
た
議
論
に
発
展
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
画
業
の
全
貌
、
作
品
の
全
体
像
に

つ
い
て
明
ら
か
な
点
は
少
な
く
、
部
分
的
に
知
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
秀
峰
の
約
五
〇
年
の
生
涯
か
ら
画
業
の
全
体
像
を
、
帝
展
出
品

作
品
を
中
心
に
同
時
代
評
と
秀
峰
の
言
説
を
も
と
に
、
①
初
期
の
画
業
、
②
第

一
回
帝
展
入
選
以
降
～
、
③
昭
和
初
期
～
、
④
昭
和
五
年
以
降
～
、
⑤
「
舞
踊

画
」
へ
の
模
索
と
五
つ
に
分
け
画
業
の
変
遷
と
と
も
に
、
秀
峰
が
ど
の
よ
う
な

表
現
を
試
み
て
い
っ
た
か
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
画
業
を
通
し
て
人

物
画
を
主
題
に
描
き
続
け
る
な
か
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
〇
）
頃
か
ら
生
涯
の

テ
ー
マ
と
も
な
る
古
典
舞
踊
を
主
題
と
し
た
「
舞
踊
画
」
と
も
い
え
る
作
品
制

作
を
模
索
し
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）「
古
典
舞
踊
を
描
く
」
と
題
す
る

個
展
で
作
品
を
発
表
す
る
に
至
る
ま
で
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
秀
峰
が
目

指
し
た
日
本
画
に
お
け
る
人
物
表
現
に
つ
い
て
検
討
・
考
察
を
加
え
る
も
の
で

あ
る
。

画
業
に
円
熟
味
を
増
す
な
か
、
昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）伊
東
深
水
と
日
本

画
に
お
け
る
新
た
な
人
物
表
現
を
目
指
し
、
郷
土
会
の
延
長
線
と
も
い
え
る
青

衿
会
を
主
宰
し
活
躍
の
場
を
広
げ
な
が
ら
も
、
戦
時
期
と
い
う
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）十
二
月
二
十
九
日
、
決
し
て
長
い
と
は
い
え
な
い
四
十
七
歳
の
生

涯
を
と
じ
る
こ
と
と
な
る
。
清
方
門
下
に
お
い
て
、
深
水
と
並
び
称
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
で
は
深
水
、
紫
明
、
榎
本
千
花
俊
、
柿
内
青
葉
、
小
早
川

清
、
川
瀬
巴
水
と
い
っ
た
同
門
の
画
家
に
比
べ
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
は
少
な

く
、
画
業
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
鏑
木
清
方
門
下
の
画
家
た

ち
が
郷
土
会
以
後
ど
の
よ
う
に
画
壇
で
の
生
き
残
り
を
か
け
て
い
っ
た
か
浮
世

絵
末
流
を
継
ぐ
も
の
た
ち
の
状
況
を
補
い
一
視
座
を
提
示
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

現
在
ま
で
の
認
識
―
展
覧
会
・
作
家
像
・
先
行
研
究

　

①
展
覧
会　

山
川
秀
峰
が
各
種
展
覧
会
で
紹
介
さ
れ
る
場
合
、
美
人
画
お
よ
び
新
版
画
に

関
連
す
る
テ
ー
マ
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
作
家
個
人
を

取
り
上
げ
た
展
示
と
し
て
、「
山
川
秀
峰
名
作
展
」二
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
実
質
的
に
は
遺
作
展
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
画
業
を
俯

瞰
し
た
回
顧
展
は
現
在
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
昭
和

十
九
年
十
二
月
と
い
う
戦
時
混
乱
期
に
疎
開
先
の
神
奈
川
県
・
二
宮
に
お
い
て

急
逝
し
戦
後
、
画
壇
で
名
前
を
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
。
後
援
者
で
あ
っ

た
高
津
伊
兵
衛
（
ニ
ン
ベ
ン
社
長
）
の
青
山
邸
宅
が
戦
災
で
焼
け
、
多
く
の
作

品
が
焼
失
し
た
と
の
記
録
や
三

戦
後
、
残
さ
れ
た
作
品
の
所
在
が
確
認
さ
れ
ず
、

作
品
が
行
方
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う

い
っ
た
状
況
が
徐
々
に
秀
峰
を
忘
れ
さ
せ
た
一
因
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

②
作
家
解
説

次
に
、
戦
後
の
展
覧
会
お
よ
び
全
集
な
ど
で
秀
峰
を
取
り
上
げ
た
作
家
解
説

を
み
て
い
く
と
概
ね
以
下
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
四
。

（
一
）	

京
都
生
ま
れ
で
あ
る
。

（
二
）	
池
上
秀
畝
、
鏑
木
清
方
に
師
事
を
し
た
。

（
三
）	
第
一
回
帝
展
《
振
袖
物
語
》
初
入
選
、
第
九
回
帝
展
《
安
部
野
》、

第
十
一
回
帝
展
《
大
谷
武
子
姫
》
と
特
選
を
重
ね
無
鑑
査
と
な
る
。
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第
十
二
回
帝
展
《
素
踊
》
以
降
永
久
無
鑑
査
と
な
り
、
第
十
三
回
帝

展
《
序
の
舞
》
や
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
《
信
濃
路
の
女
》

な
ど
評
判
と
な
る
。

（
五
）	
郷
土
会
、
伝
神
洞
、
読
画
会
五
と
い
っ
た
画
塾
展
等
に
出
品
し
同
時

代
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
美
人
画
を
得
意
と
し
た
。

（
四
）	

伊
東
深
水
と
青
衿
会
を
主
宰
、
東
京
画
壇
で
美
人
画
の
発
展
に
つ
く

す
。

（
六
）	

深
水
、
紫
明
と
と
も
に
清
方
門
下
の
三
羽
烏
と
称
さ
れ
た
。

（
七
）	

「
舞
踊
画
」
を
描
く
。

　

概
ね
、
内
容
に
は
異
論
は
な
い
が
「
清
方
門
下
の
三
羽
烏
」六
に
つ
い
て
は
、

管
見
の
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
に
称
さ
れ
た
当
時
の
雑
誌
記
事
を
知
ら
ず
、
同

時
代
評
を
み
る
な
ら
ば
、「
伊
東
深
水
と
山
川
秀
峰
は
同
塾
で
あ
る
関
係
上
と
、

そ
の
出
世
過
程
が
互
に
角
逐
状
態
に
あ
つ
た
関
係
か
ら
、
稍
々
と
も
す
れ
ば

対
立
し
て
評
価
さ
れ
る
。」七
と
い
っ
た
よ
う
に
、
深
水
と
並
び
称
さ
れ
、
他
に

も
「
鄕
土
会
同
人
の
白
眉
と
さ
れ
て
居
る
深
水
秀
峰
二
人
を
除
い
て
、
私
を
首

肯
さ
せ
る
作
品
は
な
か
つ
た
。」八
、「
清
方
氏
の
門
に
て
進
出
の
著
し
い
作
家

に
伊
東
深
水
、
山
川
秀
峰
の
両
氏
が
在
る
伊
東
氏
は
動
的
の
作
家
で
あ
り
、
山

川
氏
は
静
的
の
作
家
で
あ
る
。」九
、「
清
方
先
生
門
の
二
秀
才
深
水
氏
と
秀
峰

氏
」一
〇
、「
深
水
氏
に
並
ん
で
の
清
方
画
伯
の
両
袖
」一
一
と
い
っ
た
よ
う
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
兄
弟
子
で
友
人
で
も
あ
っ
た
深
水
と
は
、
比
較
し
て
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

③
先
行
研
究

先
行
研
究
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
年
譜
、
作
品
履
歴
と
い
っ
た
基
礎

情
報
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
例
え
ば
「
遺
作
展
」
図
録
に

ま
と
め
ら
れ
た
簡
易
な
作
品
履
歴
、
秀
峰
の
息
子
で
作
家
・
山
川
方
夫
の
全
集

巻
末
に
作
家
・
坂
上
弘
氏
が
ま
と
め
た
、
息
子
の
年
譜
に
語
ら
れ
る
記
述
一
二
、

さ
ら
に
、
そ
の
『
全
集
』
の
内
容
に
基
づ
き
岩
切
信
一
郎
氏
が
若
干
の
補
填
を

加
え
、
挿
絵
と
新
版
画
に
つ
い
て
述
べ
た
「
山
川
秀
峰
に
つ
い
て
」一
三

が
あ
げ

ら
れ
る
。

　

海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
新
版
画

の
展
覧
会
図
録
に
略
歴
と
作
品
履
歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
四
。
特
筆
す
べ
く

は
、
作
品
画
像
を
網
羅
的
に
あ
つ
め
掲
載
し
て
い
る
点
で
、
資
料
的
価
値
も
高

く
現
状
、
一
番
詳
し
く
秀
峰
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
文
献
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
一
方
、
作
品
研
究
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
『
大
正
シ
ッ
ク
』
展
図

録
一
五

に
は
、
第
一
回
改
組
文
展
《
三
人
の
姉
妹
》
に
つ
い
て
の
詳
細
な
図
像

分
析
、Art institute of C

hicago

に
は
、
同
館
所
蔵
の
第
十
四
回
帝
展
《
影
に

憩
ふ
》
の
ま
と
ま
っ
た
作
品
解
説
が
上
げ
ら
れ
る
一
六
。
ま
た
、
近
年
で
は
弟

子
の
武
藤
嘉
亭
を
取
り
上
げ
る
な
か
で
、
師
秀
峰
の
人
と
な
り
を
綴
っ
た
吉
崎

真
弓
氏
の
論
考
が
あ
る
一
七
。
加
え
る
な
ら
ば
、
郷
土
会
や
新
版
画
に
関
連
す

る
論
考
の
な
か
で
、
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
以
上

が
秀
峰
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
術
で
あ
り
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
形
作
る
情
報
の
蓄

積
、
そ
し
て
画
業
や
作
品
分
析
な
ど
、
こ
れ
か
ら
と
い
っ
て
い
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
以
下
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
を
補
填
す
る
た
め
生
い
立

ち
か
ら
辿
っ
て
い
こ
う
。
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上
京
か
ら
入
門

山
川
秀
峰
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
三
日
、
京
都
市
錦
小
路

室
町
東
入
ル
占
出
山
町
一
八

に
父
・
玄
治
郎
、
母
・
し
な
の
間
に
生
ま
れ
、
本

名
を
嘉
雄
と
い
っ
た
。
京
都
室
町
は
江
戸
時
代
よ
り
は
じ
ま
る
呉
服
商
の
街
で

あ
り
、
染
物
問
屋
、
染
織
商
の
多
く
集
ま
る
地
域
で
、
祇
園
祭
の
山
鉾
占
出
山

が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
父
・
玄
治
郎
は
、
友
禅
の
下
絵
を
描
く
模

様
師
を
生
業
と
し
、
霽
峰
と
号
し
幾
人
か
の
弟
子
も
抱
え
、
か
た
わ
ら
琵
琶
、

狂
歌
、
俳
句
を
趣
味
と
し
て
い
た
。
母
・
し
な
は
、
京
都
生
ま
れ
で
生
家
は
縫

製
業
、
兄
妹
に
は
六
歳
離
れ
た
妹
千
代
が
い
た
一
九
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
歳
の
時
、
山
川
家
は
京
都
を
離
れ
日
本
橋

区
蠣
殻
町
二
‐
二
十
六
に
居
を
構
え
る
が
、
上
京
の
詳
細
な
理
由
は
定
か
で
は

な
い
。
同
地
は
関
東
大
震
災
後
の
区
画
整
理
に
よ
り
人
形
町
と
改
め
ら
れ
、
現

在
の
人
形
町
二
丁
目
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
。
の
ち
に
師
鏑
木
清
方
も
「
山

川
秀
峰
の
家
は
蛎
殻
町
で
私
の
浜
町
と
は
つ
い
近
く
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て

い
る
二
〇
。
上
京
後
は
、
浜
町
尋
常
小
学
校
へ
入
学
。
続
い
て
、
高
等
科
へ
進

学
し
た
二
一
。

京
都
生
ま
れ
と
は
い
う
も
の
の
幼
少
期
よ
り
明
治
末
か
ら
大
正
、
昭
和
と
移

り
変
わ
る
旧
吉
原
界
隈
と
約
二
百
年
も
芝
居
町
で
あ
っ
た
土
地
柄
、そ
し
て
父
・

玄
治
郎
の
影
響
も
あ
っ
て
か
歌
舞
謡
曲
に
親
し
む
少
年
時
代
を
過
ご
し
て
い
っ

た
。
こ
う
し
た
境
遇
は
、
秀
峰
の
趣
味
嗜
好
に
大
き
く
影
響
し
生
涯
を
通
じ
て

歌
舞
謡
曲
に
親
し
む
こ
と
を
趣
味
と
し
、
作
画
活
動
に
も
大
き
く
反
映
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
生
来
の
性
格
か
ら
研
究
熱
心
で
精
緻
で
あ
り
、
や
や
も
す

る
と
執
着
し
す
ぎ
る
き
ら
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
性
格
か
ら

く
る
観
察
眼
は
、
秀
峰
の
求
め
る
表
現
を
少
し
ず
つ
開
花
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

も
な
っ
た
。
ま
た
、
常
磐
津
、
筑
前
琵
琶
の
腕
前
は
幼
少
よ
り
確
か
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
一
端
を
垣
間
み
る
こ
と
と
し
て
、
十
四
歳
の
と
き
浜
町
尋
常
小
学

校
同
窓
会
の
余
興
と
し
て
筑
前
琵
琶
の
演
奏
を
行
い
「
男
子
会
員
山
川
嘉
雄
氏

の
筑
前
琵
琶
は
声
朗
か
に
天
晴
な
る
熟
練
振
な
り
し
」
と
そ
の
達
者
ぶ
り
を
伝

え
て
い
る
二
二
。

伊
東
深
水
は
秀
峰
に
つ
い
て
、
入
門
当
初
の
印
象
を
「
筑
前
琵
琶
を
巧
み
に

操
る
色
白
の
美
少
年
」
で
あ
り
好
ん
で
芝
居
へ
行
き
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は

殆
ん
ど
半
玉
の
写
生
と
芝
居
の
ス
ケ
ッ
チ
で
充
た
さ
れ
、
よ
く
半
玉
の
絵
を
描

い
て
い
た
と
清
方
入
門
初
期
の
頃
を
回
想
し
て
い
る
二
三
。

　

本
格
的
に
絵
画
修
行
を
始
め
た
の
は
、
池
上
秀
畝
へ
入
門
し
た
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
秋
頃
二
四
、
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
家
業
の
必
要
か
ら
花
鳥
画

を
学
ぶ
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
本
来
の
志
望
は
人
物
画
（
美
人
画
）
に
あ

っ
た
た
め
秀
畝
入
門
一
ヶ
月
後
、
そ
の
旨
を
父
に
告
げ
清
方
に
入
門
し
た
よ
う

で
あ
る
二
五
。
明
治
末
ま
で
浜
町
に
住
ん
で
い
た
清
方
が
本
郷
龍
岡
町
へ
居
を

移
し
た
翌
年
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
す
で
に
浜
町
時
代
か
ら
の
弟
子
に
前
年

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
入
門
し
た
伊
東
深
水
、
西
田
青
坡
、
川
瀬
巴

水
ら
が
お
り
、
秀
峰
と
同
年
の
入
門
者
と
し
て
寺
島
紫
明
、
小
早
川
清
ら
が
い

た
。
秀
峰
は
人
物
画
を
志
し
入
門
し
た
頃
を
振
り
返
り
、

毎
日
接
し
て
一
番
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
も
の
を
対
象
物
と
し
て
描
く
事
が
、

何
よ
り
も
安
心
し
て
研
究
し
て
ゆ
け
る
と
思
つ
た
か
ら
で
す
。
さ
う
し
て

限
り
無
く
崇
拝
し
て
ゐ
た
鏑
木
清
方
先
生
に
や
う
や
く
入
門
を
許
さ
れ
、
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な
ほ
さ
ら
心
の
底
か
ら
自
分
の
仕
事
の
幸
福
を
感
じ
、
毎
月
一
回
の
研
究

会
が
待
遠
し
い
程
の
気
持
で
、
唯
々
夢
中
に
描
き
ま
し
た
二
六
。

と
い
っ
た
よ
う
に
浜
町
界
隈
と
い
う
街
の
雰
囲
気
や
生
来
の
歌
舞
謡
曲
に
親
し

む
境
遇
、
清
方
の
描
く
作
品
に
共
鳴
を
う
け
、
人
物
画
の
道
を
志
し
画
業
に
邁

進
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
清
方
入
門
後
も
池
上
秀
畝
と
の
関
係
は
良
好
に
続

き
二
七
、
入
門
か
ら
二
年
、
十
八
歳
と
な
っ
た
秀
峰
は
徐
々
に
画
壇
に
名
を
顕

し
て
い
く
。

画
業
の
全
体
像
　

①
初
期
の
画
業

秀
峰
の
展
覧
会
出
品
作
品
と
し
て
最
初
に
確
認
で
き
る
も
の
は
、
大
正
四
年

（
一
九
一
六
）
第
十
七
回
日
本
画
会
《
な
だ
れ
》、
同
時
期
制
作
の
第
十
五
回
巽

画
会
《
幕
あ
ひ
》【
図
一
】
が
あ
げ
ら
れ
、
伊
東
深
水
が
そ
の
制
作
背
景
を
伝

え
て
く
れ
て
い
る
。

巽
画
会
の
展
覧
会
へ
（
幕
間
）
を
出
品
し
て
褒
賞
を
と
つ
た
の
も
あ
の
頃

だ
つ
た
、
な
ん
で
も
美
し
い
半
玉
が
芝
居
茶
屋
の
二
階
の
欄
干
（
て
す
り
）

に
寄
て
ゐ
る
図
と
記
憶
す
る
。
聞
け
ば
あ
の
絵
を
描
か
す
可
く
君
を
御
尊

父
は
君
を
態
と
料
亭
へ
つ
れ
て
行
つ
て
半
玉
を
呼
ん
で
写
生
さ
せ
た
と
云

ふ
事
だ
。二
八

　

巽
画
会
五
月
研
究
会
〔
大
正
四
年
〕
で
は
、
市
村
座
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
二

人
の
舞
妓
を
描
い
た
《
總
見
》【
図
二
】、
同
じ
く
七
月
研
究
会
に
は
《
仲
間
は

ず
れ
》、
そ
の
間
の
六
月
に
は
第
一
回
郷
土
会
展
に
《
初
夏
》二
九

と
い
っ
た
よ

う
に
意
欲
的
な
制
作
活
動
を
み
せ
て
い
く
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
画
業
最
初

期
の
作
品
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
半
玉
や
芸
舞
妓
と
い
っ
た
画
題
か
ら
、

秀
峰
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
身
近
に
接
す
る
街
の
人
物
を
主
題
と
し
て
描
い

て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

そ
の
後
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
第
二
回
郷
土
会
《
花
見
小
路
》【
図
三
】・

《
紅
》
は
、
顔
貌
表
現
に
稚
拙
さ
は
残
る
が
、
丸
み
を
帯
び
た
柔
い
雰
囲
気
の

舞
妓
の
表
現
な
ど
初
期
の
特
徴
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
描

写
か
ら
、
翌
年
、
油
屋
の
娘
と
丁
稚
の
久
松
の
道
な
ら
ぬ
恋
を
描
い
た
同
三
回

展
《
久
松
／
お
染
》【
図
四
】、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
池
上
秀
畝
の
画
塾
展
、

第
一
回
伝
神
洞
画
塾
展
に
《
冥
幻
の
月
》【
図
五
】《
小
桜
》
と
い
っ
た
モ
ノ
ク

ロ
図
版
か
ら
で
も
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
、
大
正
期
に
流
行
し
た
デ
カ
ダ
ン
的
、

ロ
マ
ン
主
義
的
傾
向
に
連
な
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
で
憂
い
を
帯
び
た
も
の
に
変

化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
画
業
初
期
よ
り
人
物
画
を
中
心
に
描
く
制
作
姿
勢
は
生

涯
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
八
年
、
秀
峰
の
画
業
に
と
っ
て

記
念
碑
的
な
作
品
と
な
る
《
振
袖
物
語
》
を
第
一
回
帝
展
に
出
品
し
、
入
選
を

果
た
す
の
で
あ
る
三
〇
。

　

②
第
一
回
帝
展
入
選
以
降
～
昭
和
初
期

二
十
二
歳
の
時
、
第
一
回
帝
展
へ
出
品
し
た
《
振
袖
物
語
》【
図
六
】
は
官

展
で
初
入
選
を
果
す
二
一
。
こ
の
年
、
文
展
を
帝
展
と
改
め
再
出
発
し
た
官
展

に
お
い
て
、
前
年
に
比
し
て
入
選
数
九
十
三
点
と
い
う
厳
し
い
審
査
状
況
の
な
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か
で
の
入
選
で
あ
っ
た
。

　

本
作
は
、
明
暦
の
大
火
に
由
来
し
た
「
振
袖
火
事
」
を
主
題
と
し
、
色
彩
の

強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
な
作
品
で
あ
る
。
右
幅
の
三
人
の
娘
の
背
景
に

散
る
白
蓮
華
の
静
と
対
比
す
る
よ
う
に
、
左
幅
の
男
の
背
景
に
立
ち
昇
る
紅
い

炎
、
三
人
の
娘
と
男
に
よ
っ
て
物
語
世
界
が
象
徴
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
細

部
を
み
る
と
、
涙
の
あ
と
を
袖
に
打
ち
見
る
娘
の
白
い
着
物
に
は
波
、
両
手
を

顔
に
悲
し
み
に
泣
く
娘
の
裏
葉
に
は
金
葉
の
白
合
歓
の
花
、
潤
う
瞳
を
想
う
男

に
放
つ
女
の
紺
青
に
は
白
鹿
の
子
と
い
っ
た
よ
う
に
繊
細
で
し
と
や
か
な
文
様

が
表
さ
れ
る
。
左
幅
は
、
画
面
を
引
き
締
め
る
よ
う
背
景
に
燃
え
盛
る
炎
、
紺

茶
袴
の
男
の
裾
に
は
、
金
泥
の
細
線
な
が
ら
も
強
い
筆
線
で
火
宅
が
表
さ
れ
、

友
禅
の
模
様
を
基
礎
と
し
て
磨
い
た
技
術
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
物
語
の
説
明
的
な
背
景
は
排
除
さ
れ
、
特
定
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
物
語
世

界
へ
と
観
者
を
誘
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
画
の
常
套
手
法
と
も
い
え

る
場
面
構
成
か
ら
は
、
確
か
な
古
典
学
習
の
成
果
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
し
、
物
語
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
描
写
は
鏑
木
清
方
の
大
正
七
年
（
一
九
一

八
）
第
十
二
回
文
展
《
た
め
さ
る
る
日
》
な
ど
か
ら
着
想
を
得
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
全
体
の
色
彩
表
現
な
ど
の
評
価
は
高
か
っ
た
も
の
の
、
顔
貌

表
現
に
つ
い
て
は
厳
し
い
評
価
で
あ
っ
た
三
二
。

　

こ
の
時
期
は
、
古
典
や
伝
説
の
物
語
世
界
を
多
分
に
幻
想
的
に
表
現
し
、
翌

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
第
五
回
郷
土
会
《
初
島
の
由
来
》
は
「
佳
く
は
出
来

て
ゐ
る
が
昨
年
の
帝
展
出
品
の
調
子
を
踏
襲
し
た
も
の
」三
三
、
と
評
さ
れ
る
も
、

同
年
の
第
二
回
伝
神
洞
画
塾
展
《
鵲
の
鏡
》【
図
七
】
は
「
表
情
の
苦
心
と
整

っ
た
画
面
を
見
る
」三
四
、「
幽
玄
な
情
趣
に
観
者
を
吸
引
す
る
力
の
籠
つ
た
優

れ
た
作
」三
五

と
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
表
現
を
一
層
追
求
し
て
い
っ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

　

本
作
は
、
中
国
の
故
事
『
神
異
経
』
の
「
破
鏡
」
説
話
に
基
づ
く
、
謡
曲

『
松
山
鏡
』
の
本
曲
の
中
心
部
分
と
し
て
謡
わ
れ
る
一
シ
ー
ン
が
描
か
れ
、
女

性
は
寛
永
期
頃
の
風
俗
を
参
考
に
し
て
緻
密
な
鹿
子
絞
り
の
描
写
と
、
男
の
不

義
に
対
す
る
悲
哀
の
感
情
が
、
巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。
顔
貌
表
現
に
注
目
す

る
と
《
振
袖
物
語
》
と
同
様
の
構
図
と
い
っ
た
類
似
を
指
摘
で
き
、
同
様
の
構

図
を
繰
り
返
し
描
く
執
拗
な
ま
で
の
執
着
心
は
、
秀
峰
の
画
業
を
通
し
て
特
徴

の
一
つ
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
回
帝
展
《
郷
愁
の
唄
》【
図
八
】
は
、
横
浜
の
支
那
人
町
（
現
・
中
華

街
）
で
写
生
し
当
時
の
「
活
き
た
題
材
を
捕
へ
た
」
も
の
の
三
六
、
そ
う
し
た
方

向
へ
向
か
わ
ず
幻
想
的
な
表
現
を
推
し
進
め
て
い
く
。
大
正
十
年（
一
九
二
一
）、

同
十
一
年
（
一
九
二
三
）
の
帝
展
入
選
は
な
く
、
そ
の
間
、
平
和
記
念
東
京
博

覧
会
《
黒
百
合
》【
図
九
】、
第
一
回
革
新
日
本
画
会
《
雪
女
郎
》、
第
五
回
伝

神
洞
画
塾
展
《
雨
顔
月
次
絵
》
な
ど
物
語
を
主
題
と
し
た
世
界
観
の
な
か
に
幻

想
性
を
積
極
的
に
表
現
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
《
雨
顔
月
次
絵
》
は
「
年
の
若

い
に
も
は
や
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
縛
ら
れ
た
は
口
惜
し
く
思
は
れ
る
。」
三
七

と
酷

評
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
徐
々
に
様
式
的
変
化
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

関
東
大
震
災
後
の
翌
年
、
第
五
回
帝
展
《
夢
》【
図
十
】
で
は
入
選
に
返
り

咲
き
三
八
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
江
戸
時
代
中
期
の
浄
瑠
璃
の
太
夫
を
描

い
た
第
七
回
帝
展
《
宮
古
路
豊
後
掾
》【
図
十
一
】
は
、「
今
度
帝
展
に
出
品
し

た
い
と
思
ふ
「
宮
古
路
豊
後
椽
」
ほ
ど
、
今
ま
で
に
な
い
制
作
欲
に
か
ら
れ
た

も
の
は
な
い
。
史
実
を
調
べ
に
図
書
館
へ
何
度
通
つ
た
か
。」三
九

と
い
う
制
作

時
の
本
人
の
気
概
と
は
う
ら
は
ら
に
高
評
価
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
、
上
野
桜
木
町
へ
居
を
移
し
翌
年
一
月
二
十
八
日
、
京
都
市
の
実
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【図八】《郷愁の唄》
大正9年 (1920) 所在不明

展覧会絵葉書

【図十】《夢》
大正13年 (1924) 所在不明

展覧会絵葉書

【図十一】《宮古路豊後掾》
大正15年 (1926) 所在不明

展覧会絵葉書

【図九】《黒百合》
大正11年 (1922) 所在不明

展覧会絵葉書

【図十四】《盲女朝顔》
昭和4年 (1929) 所在不明

展覧会絵葉書
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業
家
渥
美
菅
二
郎
の
令
嬢
菅
田
綾
子
と
結
婚
四
〇
。
そ
の
後
、
一
男
四
女
を
授

か
る
こ
と
と
な
る
。
当
時
の
新
聞
に
は
「
秀
峰
画
伯
の
お
め
で
た　

新
進
美
人

画
家
と
し
て
」
と
紹
介
さ
れ
四
一
、
ま
た
翻
っ
て
同
年
「
伊
東
深
水
・
山
川
秀

峰
新
作
美
人
画
展
」
を
開
催
し
深
水
十
点
・
秀
峰
三
〇
点
の
作
品
を
出
品
す
る

な
ど
四
二
、
公
私
と
も
に
充
実
し
、
徐
々
に
画
壇
で
の
注
目
も
高
ま
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
正
期
は
総
じ
て
人
物
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
古
典
や

伝
説
を
主
題
と
し
、
緻
密
な
表
現
と
色
彩
と
ぼ
か
し
の
多
様
に
よ
っ
て
感
傷
的

な
甘
さ
を
描
き
非
現
実
的
な
女
性
の
も
ろ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
に
冴
え
を
み

せ
る
も
の
の
、
徐
々
に
そ
の
傾
向
に
行
き
詰
ま
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
続
く
昭
和
初
期
は
こ
う
し
た
状
況
か
ら
の
脱
却
を
模
索
し
表
現
を
変

化
さ
せ
て
い
く
。

　

③
昭
和
初
期
―
―
物
語
世
界
か
ら
の
脱
却
―
―
表
現
の
模
索

昭
和
初
期
は
、
従
来
の
技
巧
の
高
さ
と
勤
勉
さ
も
相
ま
っ
て
構
図
や
色
彩
、

装
飾
性
、
造
形
面
と
い
っ
た
要
素
に
お
い
て
実
験
的
と
も
と
れ
る
表
現
を
試
み
、

年
を
追
う
ご
と
に
画
風
を
変
化
さ
せ
て
い
く
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
第
八

回
帝
展
《
蛍
》【
図
十
二
】
は
、
夕
闇
せ
ま
る
野
辺
で
蛍
狩
り
を
す
る
三
人
の

女
性
を
描
き
、
蛍
を
追
う
女
性
の
指
の
し
ぐ
さ
、
落
ち
着
い
た
地
色
の
着
物
に

大
柄
な
鷺
の
総
模
様
は
、
全
体
と
し
て
し
っ
と
り
と
し
た
端
麗
清
新
な
美
人
画

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
描
写
に
つ
い
て
「
天
明
期
頃
の
風
俗

を
あ
ら
わ
し
な
が
ら
」
と
言
わ
れ
る
一
方
で
四
三
、「
着
衣
ま
た
髪
形
ち
、
櫛
笄

な
ら
帯
の
結
び
や
う
な
ら
、
総
じ
て
文
政
か
ら
天
保
に
亙
る
時
代
の
、
江
戸
の

町
娘
」四
四
、「
初
夏
の
夕
宵
、
幕
末
時
代
の
芸
者
三
人
が
蛍
を
追
ふ
夢
見
情
緒

な
画
題
」四
五

と
認
識
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
内
容
よ
り
も
「
な
か
な
か
の
才
能

だ
。
技
巧
の
進
境
に
も
刮
目
さ
せ
る
。〔
…
〕
衣
紋
の
描
線
の
少
し
硬
い
の
も

欠
点
と
思
ふ
。
三
人
の
足
の
指
を
長
目
に
克
明
に
描
い
た
の
は
平
俗
味
を
加
へ

て
ゐ
は
し
な
い
か
。」四
六

と
い
う
よ
う
に
構
成
や
線
と
い
っ
た
技
巧
面
に
注
目

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
第
九
回
帝
展
《
安
倍
野
》【
図
十
三
】
は
、
初
の
特

選
と
な
り
、
翌
年
、
第
十
回
帝
展
《
盲
女
朝
顔
》【
図
十
四
】
の
入
選
と
続
き
、

こ
れ
ま
で
古
典
や
伝
説
を
主
題
と
す
る
物
語
世
界
の
幻
想
的
な
表
現
に
一
つ
の

完
結
を
み
せ
て
い
く
。
特
選
と
な
っ
た
《
安
倍
野
》
は
、
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
の

葛
の
葉
を
描
き
、
前
後
に
狐
や
尾
花
、
秋
草
を
配
し
て
、
引
い
た
裾
に
巧
み
に

地
の
葛
の
葉
が
舞
う
よ
う
な
手
法
、
画
面
全
体
の
放
つ
柔
ら
か
み
と
妖
艶
さ
を

み
せ
た
色
感
構
成
は
、
評
価
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
が
、「
先
天
的
素
質
で
あ
る

平
板
さ
は
尚
且
つ
此
処
に
来
つ
て
も
抜
け
出
る
事
が
出
来
ず
に
居
る
」四
七
、「
技

巧
家
と
し
て
の
地
位
は
立
派
に
確
証
さ
れ
た
。〔
…
〕
色
の
ア
ク
セ
ン
チ
ユ
エ

ー
シ
ヨ
ン
も
缺
け
て
ゐ
る
」四
八

と
い
っ
た
具
合
に
技
巧
面
に
注
目
さ
れ
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
高
評
価
と
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
秀
峰
自
身
も
そ
の

仕
上
が
り
、
そ
し
て
主
題
に
つ
い
て
、

こ
の『
安
倍
野
』は
、
私
と
し
て
は
決
し
て
い
ゝ
出
来
だ
と
は
思
つ
て
ゐ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
と
き
の
私
は
、
と
に
か
く
、
自
分
の
手
に
を
へ
な
い
も
の

を
描
き
た
い
と
い
ふ
き
も
ち
が
あ
つ
た
の
で
す
。
題
材
な
ど
に
も
、
こ
れ

ま
で
自
分
の
取
扱
は
な
か
つ
た
月
や
狐
を
入
れ
、〔
…
〕
頭
や
技
術
よ
り
も
、

ま
づ
、
肉
体
的
に
ぶ
つ
か
つ
て
ゆ
か
う
と
い
ふ
気
持
で
描
き
ま
し
た
。四
九
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作
品
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
語
る
も
の
の
、
新
た
な
表
現
を
試
み
た
こ
と
、
何
よ

り
新
た
な
表
現
へ
の
気
概
と
模
索
を
こ
の
文
章
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
し
た
言
説
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
時
期
を
前
後
し
制
作
さ
れ
た
昭
和

二
年
・
第
九
回
伝
神
洞
画
塾
展
《
春
秋
》【
図
十
五
】
で
は
、
菅
笠
を
か
ぶ
り

木
の
葉
を
散
ら
し
た
ぼ
か
し
の
振
袖
を
纏
う
女
性
を
「
享
保
頃
の
風
俗
を
頭
に

を
い
て
」五
〇

描
き
、
人
物
を
中
央
や
や
左
に
寄
せ
、
白
菊
の
リ
ン
ド
ウ
と
い
っ

た
秋
草
を
わ
ず
か
に
添
え
た
構
図
に
は
、
例
え
ば
大
正
期
の
清
方
の
影
響
を
感

じ
さ
せ
る
作
風
を
み
せ
る
。
画
面
は
一
抹
の
哀
愁
を
漂
わ
せ
た
秋
の
雰
囲
気
を

十
分
に
伝
え
、
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
古
山
師
政
《
見
立
図
絵
巻
》
に
認
め
ら
れ
、

浮
世
絵
研
究
の
あ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
五
一
。　

続
く
昭
和
三
年
・
革
新
第
六
回
日
本
画
会
《
胡
蝶
》【
図
十
六
】、
翌
年
の
第

十
一
回
伝
神
洞
画
塾
展
《
逝
く
春
／
銀
鳩
》【
図
十
七
】
と
い
っ
た
寛
永
期
の

風
俗
に
影
響
を
受
け
た
作
品
は
、
類
型
的
な
髪
型
や
姿
態
を
縁
取
る
硬
直
な
輪

郭
線
に
よ
る
人
物
描
写
と
平
面
性
か
ら
は
、
造
形
面
に
対
す
る
意
識
を
看
取
す

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
し
五
二
、
大
正
期
の
デ
カ
ダ
ン
ス
な
雰
囲
気
を
排
除

し
た
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
人
物
形
態
を
み
せ
、
色
彩
、
装
飾
性
、
造
形
面
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
実
験
的
と
も
取
れ
る
表
現
を
試
み
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
昭
和
初
期
の
課
題
は
、
物
語
世
界
の
完
結
と
脱

却
で
あ
り
、
作
品
に
時
代
性
を
取
り
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
変
化
は
、
大
き
な
変
化
で
な
い
に
し
て
も
新
傾
向
の
萌
芽
と
も
と
れ
、

そ
の
一
つ
の
結
実
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
第
十
一
回
帝
展
で
再
び
特
選

と
な
っ
た
《
大
谷
武
子
姫
》
で
あ
る
と
考
え
る
【
図
十
八
】。

　

④
昭
和
五
年
以
降
‐
実
在
の
人
物
＝
過
去
の
現
実
を
主
題
と
し
た
表
現

本
作
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
実
在
し
た
人
物
を
主
題
と
し
た
点
。
二
点
目
は
、
描
写
に
造
形
的
な

変
化
を
見
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
表
現
の
み
を
取
る
な
ら
ば
、
先
に
述
べ
た
《
胡

蝶
》《
銀
鳩
／
逝
く
春
》
な
ど
に
造
形
的
変
化
を
見
て
取
れ
る
が
、
あ
く
ま
で

過
去
へ
の
憧
憬
で
あ
り
、
実
際
に
生
き
た
人
物
を
主
題
と
し
た
こ
と
に
大
き
な

違
い
が
あ
る
。

　

場
面
は
、
西
本
願
寺
の
飛
雲
閣
招
賢
殿
に
人
物
を
配
し
背
景
の
華
頭
窓
に
連

子
を
伴
い
、
余
分
な
背
景
を
極
力
排
除
し
た
画
面
構
成
を
と
る
。
本
作
の
制
作

背
景
に
は
、
昭
和
四
年
『
婦
人
倶
楽
部
』
で
連
載
さ
れ
た
「
事
実
小
説	

九
条

武
子
婦
人
」五
三

の
挿
絵
を
秀
峰
が
描
い
た
こ
と
に
大
き
く
起
因
す
る
こ
と
は
あ

き
ら
か
で
あ
ろ
う
し
、
元
来
「
明
治
時
代
の
美
し
い
少
女
の
風
俗
に
興
味
を
持

つ
て
を
り
」
大
谷
武
子
の
幼
き
日
の
姿
こ
そ
「
描
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
た
美
し

い
少
女
の
姿
」五
四

で
あ
る
と
し
て
、
作
画
の
た
め
西
本
願
寺
へ
取
材
に
も
赴
い

て
い
る
五
五
。

　

内
容
に
お
い
て
も
「
こ
の
作
者
は
近
来
精
進
し
て
頻
り
に
佳
作
を
示
し
」五
六

た
作
品
で
あ
り
「
至
難
な
画
題
を
巧
み
に
取
扱
つ
た
〔
…
〕
姫
の
容
貌
も
こ
れ

迄
の
作
者
の
も
の
に
見
な
か
つ
た
気
品
を
示
し
、
色
の
階
調
も
頗
る
見
事
で
す
。

作
者
之
迄
の
傾
向
の
総
決
算
と
も
い
ふ
べ
き
傑
作
」五
七
。
と
し
て
高
評
価
を
得

て
、
大
谷
武
子
の
幼
少
期
を
描
き
、
結
婚
後
の
憂
い
を
知
ら
な
い
純
真
さ
、
あ

ど
け
な
さ
と
い
っ
た
風
貌
品
位
を
写
し
出
し
、
実
在
の
人
物
＝
過
去
の
現
実
を

主
題
と
し
て
、
古
典
や
伝
説
の
世
界
か
ら
脱
し
一
歩
抜
け
出
し
た
風
俗
表
現
を

成
功
さ
せ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

秀
峰
の
画
業
を
大
局
的
に
み
る
な
ら
ば
、《
大
谷
武
子
姫
》
制
作
か
ら
翌
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【図十五】《春秋》左隻
昭和2年 (1927)
木原文庫蔵

【図十七】《逝く春／銀鳩》二曲一双　昭和4年 (1929)
佐久市立近代美術館蔵　『佐久市立近代美術館 目録2』

【図十六】《胡蝶》
二曲一双

昭和3年 (1928)
小山市教育委員会蔵
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年
、
翌
々
年
と
画
風
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
く
。
一
つ
は
、
モ
チ
ー
フ
の
姿

態
の
実
相
に
徹
し
た
描
写
に
よ
り
昭
和
六
年
・
第
十
二
回
帝
展
《
素
踊
》【
図

十
九
】
で
は
動
的
な
動
き
を
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
第
十
三
回
帝
展
《
序

の
舞
》【
図
二
十
】
で
は
静
的
な
動
き
を
、
そ
れ
ぞ
れ
線
条
を
効
果
的
に
用
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
を
表
現
し
、
優
雅
な
中
に
緊
張
感
を
獲
得
し
て
い
る
。
い
ま

一
つ
は
、
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
み
が
描
写
さ
れ
背
景
の
省
略
が
徹
底
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。《
素
踊
》
は
「
山
川
秀
峰
君
が
現
代
の
芸
妓
の
『
素
踊
』
に
取
材

し
て
、
リ
ズ
ム
と
官
能
の
現
代
的
情
緒
に
、
新
し
き
意
図
を
問
は
う
と
し
て
居

る
。〔
…
〕
君
の
著
し
い
進
境
を
告
知
し
て
、
斬
然
卓
拔
な
技
術
に
光
っ
て
居

る
。」五
八

と
さ
れ
《
序
の
舞
》
は
、「
描
写
が
た
し
か
で
、
前
へ
出
し
た
腕
の
動

き
な
ど
遺
憾
な
く
掴
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
実
相
に
徹
し
た
素
描
は
今
日
の
日
本

画
家
間
に
珍
し
く
ま
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。」五
九

と
技
術
だ
け
で
は
な
く
モ

チ
ー
フ
の
表
象
す
る
動
き
に
も
注
目
さ
れ
、
踊
り
の
中
の
一
ポ
ー
ズ
に
よ
っ
て

雰
囲
気
を
出
し
、
感
覚
的
な
も
の
を
表
現
し
、
動
的
な
静
か
さ
を
出
す
こ
と
で

一
瞬
の
律
動
美
の
表
現
を
成
功
さ
せ
る
も
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
昭
和
七
年
六
月
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
浜
町
界
隈
で
あ
る
日
本
橋

倶
楽
部
横
（
日
本
橋
浜
町
一
丁
目
三
番
地
）
へ
転
居
す
る
が
、
隣
家
の
火
事
に

よ
り
画
室
を
含
む
家
屋
が
類
焼
し
て
し
ま
い
一
時
、
麹
町
区
元
園
町
へ
移
り
六
〇
、

昭
和
八（
一
九
三
三
）年
四
月
、
島
津
公
分
譲
地
前
（
品
川
区
下
大
崎
二
の
一
八

三
）
へ
居
を
構
え
る
と
い
っ
た
生
活
環
境
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
表
現
の

み
な
ら
ず
画
業
に
臨
む
心
構
え
に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

⑤
「
舞
踊
画
」
へ
の
模
索

続
く
昭
和
八
年
・
第
十
四
回
帝
展
《
影
に
憩
ふ
》【
図
二
十
一
】、
同
九
年

（
一
九
三
四
）
第
十
五
回
帝
展
《
ア
コ
ー
デ
オ
ン
》【
図
二
十
二
】
で
は
、
平
面

性
の
強
い
色
面
構
成
、
濃
密
に
描
か
れ
た
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
の
表
現
と
は

大
き
く
異
な
る
造
形
化
を
追
求
し
た
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。
特
に
《
ア
コ
ー

デ
オ
ン
》
は
極
端
に
誇
張
さ
れ
た
洋
装
の
襞
の
曲
線
と
ア
コ
ー
デ
オ
ン
の
折

目
の
直
線
を
組
合
せ
た
描
写
は
、「
極
端
に
モ
ダ
ー
ン
な
も
の
」
で
「
東
鄕
青

兒
や
阿
部
金
剛
を
手
際
よ
く
日
本
画
に
飜
訳
」
し
た
「
器
用
に
日
本
画
に
燻

め
」六
一

た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、「
嫌
味
な
し
に
モ
ダ
ー
ン
味
を
発

揮
」六
二

し
た
筆
触
も
優
れ
た
作
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
。
そ
し
て
、《
影
に
憩
ふ
》

で
試
み
た
形
式
化
を
昇
華
敷
衍
さ
せ
「
モ
ダ
ン
形
式
派
で
の
優
作
」六
三
、
椅
子

に
座
し
白
い
ド
レ
ス
を
着
て
ア
コ
ー
デ
オ
ン
を
奏
で
る
女
性
は
「
ま
こ
と
に

モ
ダ
ン
の
尤
も
な
る
も
の
」六
四

と
い
っ
た
単
に
近
代
都
市
景
観
や
新
風
俗
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
だ
け
の
「
モ
ダ
ー
ン
」
な
作
品
で
は
な
く
新
傾
向
の
感
覚
的
日

本
画
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
傾
向
を
示
す
日
本
画
と
し
て
認

識
さ
れ
る
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
た
六
五
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
傾
向
を
示
し

た
同
時
代
の
作
例
と
し
て
吉
岡
堅
二
の
第
十
四
回
帝
展
《
小
憩
》、
同
十
五
回

《
海
浜
》
お
よ
び
田
口
壮
《
喫
茶
室
》【
図
二
十
三
】
な
ど
と
と
も
に
《
ア
コ
ー

デ
オ
ン
》
は
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
と
同
様
に
一
九
三
〇
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
傾
向
を
示
す
日
本
画
表
現
と
し
て
成
功
し
た
も
の
で
あ
っ
た
六
六
。

　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
は
、
帝
展
改
組
問
題
に
よ
り
官
展
は
開
催
さ
れ
ず
、

翌
十
一
年
（
一
九
三
六
）
改
組
第
一
回
帝
展
《
三
人
の
姉
妹
》【
図
二
十
四
】
は
、

内
容
を
著
し
く
近
代
化
さ
せ
現
代
風
俗
画
と
い
う
様
相
を
示
す
作
品
で
あ
っ
た
。

発
表
当
時
、
児
玉
希
望
の
《
枯
野
》
と
正
対
象
の
作
品
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ

「
靱
彦
、
青
邨
、
龍
子
の
新
興
性
」
に
競
お
う
と
す
る
も
の
が
あ
り
「
自
動
車

を
全
面
的
に
描
い
た
機
械
美
の
近
代
性
」
と
い
っ
た
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
の
現



（13）

山川秀峰の生涯と画業

114

【図二十】《序の舞》
昭和7年 (1937)東京国立近代美術館蔵

Photo: MOMAT/DNPartcom

【図二十二】《アコーデオン》
昭和9年 (1939) 所在不明

展覧会絵葉書

【図十九】《素踊》
昭和6年（1936）神奈川県立近代美術館蔵
『生命のリアリズム 珠玉の日本画』

【図二十一】《影に憩ふ》
昭和8年 (1938)
シカゴ美術館蔵



成城美術美学史　第28号

（14）113

代
的
要
素
に
加
え
、
描
法
面
に
お
い
て
、「
塗
り
詰
め
た
れ
た
絵
の
具
の
立
体
」

と
「
強
度
な
造
形
感
」
は
「
院
展
派
や
七
絃
会
あ
た
り
の
新
興
手
法
に
準
ず
る

も
の
で
あ
る
」六
七

と
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
陰
影
や
写
実
描
写

を
排
除
し
、
モ
チ
ー
フ
を
形
作
る
確
か
な
線
描
、
色
鮮
や
か
に
こ
そ
塗
り
込
め

な
い
が
、
淡
い
な
が
ら
も
瀟
洒
に
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
対
象
は
色
彩
さ

れ
、
や
や
天
地
は
詰
ま
っ
た
印
象
は
あ
る
も
の
の
、
余
白
の
空
間
を
広
く
と
っ

た
構
図
な
ど
無
駄
を
そ
ぎ
落
と
し
て
造
形
化
さ
れ
た
画
面
は
、
冷
た
く
硬
直
な

印
象
を
あ
た
え
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
古
径
、
靱
彦
、
青
邨
が
め
ざ
し
た
作
風

で
あ
り
総
称
的
に
今
日
呼
ば
れ
て
い
る
「
新
古
典
主
義
」六
八

的
雰
囲
気
を
持
っ

た
作
品
で
あ
っ
た
と
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
一
貫
し
て
人
物
を
描
き
、
実
験
的
と
も
と
れ
る
作
画
表
現
を

試
み
な
が
ら
画
技
、
画
業
と
も
に
円
熟
味
を
帯
び
て
い
く
な
か
で
「
舞
踊
画
」

へ
と
至
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
も
ち
ろ
ん
秀
峰
の
生
い
立
ち
が

根
底
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。《
素
踊
》
を
前
後
し
舞
台
背
景

や
、
衣
裳
図
案
の
制
作
に
も
多
く
携
わ
り
、
こ
う
し
た
日
常
の
刺
激
は
「
舞
踊

画
」
の
構
想
と
制
作
へ
と
大
い
に
向
か
わ
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
次

に
、
そ
う
し
た
構
想
に
い
た
る
過
程
を
み
て
い
き
た
い
。

【図二十三 (一 )】吉岡堅二《小憩》
昭和8(1933) 東京国立近代美術館蔵

展覧会絵葉書

【図二十三 (三 )】吉岡堅二《海浜》 
昭和9(1933) 東大和市立郷土博物館蔵

　展覧会絵葉書

【図二十三 (二 )】田口壮《喫茶室》
昭和9(1933) 個人蔵
展覧会絵葉書
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舞
踊
の
絵
画
化

―
「
古
典
舞
踊
を
描
く
」

　

昭
和
五
年
《
大
谷
武
子
姫
》
出
品
を
前
に
秀
峰
は
自
身
の
画
業
に
対
す
る
向

き
合
い
方
に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
決
意
を
思
わ
せ
る
一
文
を
残
し
て
い
る
。

私
は
近
頃
、
展
覧
会
の
画
に
疑
い
を
持
ち
出
し
た
。
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥

入
つ
た
と
い
ふ
こ
と
よ
り
も
寧
ろ
、
展
覧
会
の
た
め
に
の
み
画
か
れ
る
絵

画
と
い
ふ
も
の
に
関
し
て
ゞ
あ
る
。〔
…
〕
私
自
身
、
展
覧
会
の
清
算
期

に
逢
着
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
へ
る
今
、
私
の
こ
の
考
へ
を
当
分
は
正
し
く

真
摯
に
考
へ
、
み
つ
め
直
し
て
み
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。六
九

　

雑
感
で
は
あ
る
が
、
自
身
の
絵
画
感
と
展
覧
会
制
度
と
の
間
に
溝
を
感
じ
展

覧
会
の
形
式
に
よ
ら
な
い
個
展
開
催
を
見
据
え
て
い
る
と
読
め
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
翌
六
年
に
は
、
自
身
の
描
く
主
題
に
つ
い
て
「
日
常
接
し
て
ゐ
る
人

達
や
、
多
少
と
も
知
つ
て
ゐ
る
人
物
〔
…
〕
人
々
の
日
常
な
ど
を
、
言
ひ
か
へ

れ
ば
自
分
の
生
活
を
ハ
ツ
キ
リ
描
い
て
見
た
い
」
と
語
り
、「
今
後
努
め
て
現

代
の
風
俗
画
を
描
き
た
い
〔
…
〕
か
う
し
て
出
来
た
私
の
作
品
が
、
た
と
へ
拙

な
き
も
の
で
あ
つ
て
も
、
後
世
の
参
考
資
料
の
一
端
と
も
な
れ
ば
よ
い
」
と
し

て
、
続
け
て
、
第
五
回
帝
展
《
夢
》
は
、「
今
に
し
て
思
ふ
と
や
は
り
私
が
一

種
の
ド
リ
ー
マ
ア
」
で
あ
り
「
今
迄
は
本
当
に
夢
を
」
描
い
て
い
た
が
「
こ
れ

か
ら
は
現
実
を
〔
…
〕
現
在
の
生
活
を
描
き
た
い
と
い
ふ
希
望
で
充
ち
満
ち

て
い
る
」七
〇

こ
と
を
露
に
し
、
こ
れ
ま
で
の
絵
画
感
を
塗
り
替
え
る
決
意
を
示

し
て
い
る
。
実
際
こ
の
頃
、
初
代
花
柳
壽
美
を
モ
デ
ル
に
第
十
六
回
郷
土
会

《
素
踊
》〔
五
月
十
～
十
四
日
〕、
同
月
の
東
京
会
春
季
展
と
同
主
題
の
《
素
踊
》

〔
五
月
二
十
三
～
二
十
五
日
〕、
そ
の
本
制
作
と
も
い
え
る
七
一
帝
展
出
品
の
《
素

踊
》
と
い
っ
た
実
在
の
人
物
を
主
題
と
し
た
作
品
を
制
作
し
た
年
と
な
る
。

《
素
踊
》
は
、「
一
つ
の
形
か
ら
次
の
形
に
移
つ
て
行
く
、
そ
の
移
り
ぎ
わ
の

瞬
間
、」七
一

つ
ま
り
動
い
て
い
る
ポ
ー
ズ
を
描
く
こ
と
に
苦
心
し
た
と
回
想
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
言
葉
は
の
ち
に
「
舞
踊
画
の
生
れ
る
ま
で
」
と
い
う
一
文

に
お
い
て
、

き
ま
り
〳
〵
の
形
に
は
一
定
の
形
式
美
が
約
束
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
事
実
だ

が
、
次
の
動
作
に
移
る
瞬
間
の
動
き
、
つ
ま
り
一
つ
の
纏
ま
つ
た
形
か
ら

形
に
行
く
ま
で
の
間
に
、
数
々
の
美
し
い
姿
態
が
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が

私
達
を
非
常
な
大
き
な
力
で
惹
付
け
る
魅
力
が
あ
る
。〔
…
〕
舞
踊
を
描

く
に
は
こ
ゝ
が
一
つ
の
狙
ひ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
私
は
思
ふ
。七
三

と
い
っ
た
内
容
を
み
て
と
れ
る
こ
と
か
ら
《
素
踊
》
の
制
作
が
「
舞
踊
画
」
を

志
す
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃
ま

だ
「
舞
踊
画
」
と
は
公
言
し
て
お
ら
ず
、《
ア
コ
ー
デ
オ
ン
》
出
品
と
時
を
同

じ
く
し
て
「
現
代
風
俗
画
を
描
か
う
と
努
力
す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
、
限
界

が
広
く
な
り
、
物
の
見
方
も
変
つ
て
来
た
」
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
も
、
ま
だ
、

自
分
の
意
見
を
具
体
化
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
古
曲
の
中
に
も
新
鮮
を

見
出
し
、
自
分
の
狭
い
経
験
に
閉
ぢ
籠
つ
て
、
イ
ー
ジ
ー
ゴ
ー
イ
ン
グ
な
仕
事

を
す
る
と
い
ふ
、
古
い
殻
を
破
つ
て
出
た
賜
で
あ
る
」七
四

と
い
っ
た
新
た
な
画

境
を
語
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
言
説
を
背
景
に
《
三
人
の
姉
妹
》
を
経
て
、
昭
和
十
一
年
十
一
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月
「
古
典
舞
踊
を
描
く
」
と
題
し
「
獅
子
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
第
一
回
個
展
を

開
催
し
七
五
、
翌
十
二
年
の
第
二
回
個
展
で
は
、「
三
番
叟
も
の
」
を
発
表
す
る
。

第
一
回
個
展
開
催
後
、
雑
誌
『
塔
影
』
に
寄
せ
た
「
舞
踊
画
に
つ
い
て
」
の
な

か
で
「
舞
踊
画
」
を
描
く
動
機
に
つ
い
て

平
素
舞
踊
を
見
る
機
会
が
多
い
の
で
、
数
年
前
か
ら
こ
れ
を
見
て
楽
し
む

ば
か
り
で
な
く
描
い
て
楽
し
み
た
い
と
い
ふ
希
望
を
抱
い
て
ゐ
た
。
私
の

描
き
た
い
と
思
ふ
の
は
昭
和
の
古
典
舞
踊
、
即
ち
古
典
舞
踊
の
古
い
姿
で

な
く
現
代
人
の
踊
る
古
典
舞
踊
で
あ
る
。七
六

と
、「
舞
踊
画
」
を
描
く
動
機
に
つ
い
て
語
り
、
続
い
て
、
実
際
に
描
く
こ
と

を
志
し
た
の
は
、
昭
和
六
年
《
素
踊
》
発
表
の
年
と
同
じ
で
あ
り
「
既
に
五
年

前
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
は
、
画
業
に
追
わ
れ
本
格
的
に
「
舞
踊
画
」
に
取

り
組
む
機
会
を
逸
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
七
七
。
そ
し
て
「
昨
年
帝
展
改
組

で
帝
展
が
一
年
お
き
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
〔
…
〕
ち
ょ
う
ど
い
い
機
会
到
来

と
ば
か
り
、
宿
望
の
舞
踊
画
に
手
に
染
め
た
の
で
あ
る
」七
八

と
舞
踊
画
制
作
が

な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
か
と
い
う
理
由
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
舞
踊
画
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、「
舞
踊
画
」
の
目
指
す
表
現
に
つ
い
て
説
明

を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
「
踊
の
所
謂
き
ま
り
の
型
を
避
け
て
、
一
つ
の
形
か

ら
他
の
形
に
移
る
瞬
間
を
捉
へ
て
描
く
」
舞
踊
画
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
「
踊
り
の
中
の
一
ポ
ー
ズ
に
よ
つ
て
雰
囲
気
を
出
す
こ
と
」
で
あ
り
「
感
覚

的
な
も
の
を
出
」
し
「
動
的
な
静
か
さ
を
出
す
」七
九

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
、
秀
峰
が
新
た
な
画
境
へ
と
至
る
た
め
に
取
り
組
ん
だ
「
舞
踊
画
」
を
主
題

と
し
た
第
一
回
個
展
は
、
総
じ
て
好
評
を
得
て
「
近
来
の
力
作
た
る
を
疑
は
な

い
」
も
の
で
あ
り
、「
総
じ
て
ポ
ー
ズ
の
苦
心
は
う
か
ゞ
は
れ
も
す
る
し
、
顔

も
線
も
洗
練
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
」八
〇
、「
相
当
な
る
成
功
を
収
め
た
も
の
」八
一
、

「
数
多
い
最
近
の
個
展
の
な
か
で
白
眉
」八
二

と
個
展
の
成
功
報
じ
ら
れ
た
一
方

で
、

作
者
は
い
づ
れ
も
そ
れ
等
の
舞
踊
の
型
や
味
を
頭
に
湛
え
て
ゐ
る
か
ら
、

此
種
の
作
品
は
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
一
般
鑑
賞
者
に
舞
踊
の

理
解
が
な
く
、
単
な
る
美
人
画
の
一
表
現
と
し
て
見
ら
れ
る
場
合
に
は
非

常
な
損
が
あ
る
。『
古
典
舞
踊
を
描
く
』
と
云
ふ
作
者
の
意
図
を
第
一
に

し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
八
三

と
も
評
さ
れ
る
面
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
批
評
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
例

え
ば
一
連
の
個
展
出
品
作
品
【
図
二
十
五
】
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
と
、
日
常

ま
た
は
身
近
に
舞
踊
に
接
し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら

新
し
い
時
代
の
感
覚
を
当
時
教
え
て
く
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
秀
峰
の

こ
れ
ま
で
の
言
説
か
ら
も
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
舞
踊

の
姿
、
衣
裳
の
具
合
や
人
物
の
表
情
、
そ
し
て
小
道
具
と
い
っ
た
す
べ
て
が
観

賞
の
対
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
舞
踊
に
造
詣
が
深
く
な
け
れ
ば
な
い
ほ
ど
、

ど
の
よ
う
な
場
面
の
、
ど
う
い
っ
た
表
情
で
あ
る
か
、
足
や
手
の
位
置
は
ど
う

置
か
れ
て
い
る
か
を
判
断
し
得
な
い
難
し
さ
を
孕
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、
衣
裳

の
豪
華
さ
、
文
様
の
き
ら
び
や
か
さ
、
髪
型
の
美
し
さ
、
表
情
と
い
っ
た
も
の

に
魅
入
る
の
み
と
な
り
、
ひ
と
え
に
絵
画
鑑
賞
と
い
う
意
味
で
は
成
功
は
し
た

も
の
の
、
第
一
回
の
個
展
は
秀
峰
の
本
意
を
も
っ
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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一
方
で
、
師
清
方
か
ら
は
、
個
展
開
催
と
舞
踊
を
絵
画
す
る
こ
と
に
つ
い
て

正
に
動
の
芸
術
と
云
ふ
べ
き
だ
。
然
し
乍
ら
踊
の
中
で
も
絵
画
の
や
う
に

自
ら
決
ま
る
場
所
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
。
さ
う
云
ふ
と
こ
ろ
に
な
る
と
ま

た
描
き
易
く
も
あ
る
し
、
そ
ん
な
場
所
は
又
写
真
等
で
も
撮
影
さ
れ
る
か

ら
、
又
撮
つ
た
も
の
も
あ
る
か
ら
、
さ
ま
で
珍
ら
し
く
は
な
い
。
動
い

て
ゐ
る
形
、
そ
の
良
い
形
を
絵
に
す
る
と
云
ふ
の
は
頗
る
至
難
の
仕
事
だ
。

「
動
の
芸
術
」
他
に
ち
よ
つ
と
な
い
世
界
だ
。
こ
れ
を
是
非
山
川
に
勉
強

し
て
描
け
る
や
う
に
な
つ
て
貰
ひ
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
十
分
に
意
義
あ

る
仕
事
だ
と
思
ふ
。八
四

と
い
う
よ
う
に
そ
の
意
義
と
重
要
性
に
つ
い
て
評
価
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
瞬
の
姿
形
を
写
し
と
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
変
転
し
て
い
く
姿
の

一
刹
那
を
ス
ナ
ッ
プ
し
た
竹
内
栖
鳳
《
ア
レ
夕
立
に
》
や
伊
東
深
水
《
鏡
獅

【図二十五 (一 )】
《鞍馬獅子》昭和11(1941)

個人蔵

【図二十五（三）】《扇獅子》
昭和11(1941) 所在不明

『古典舞踊を描く 第１回 獅子もの』

【図二十五 (二 )】
《狂獅子》昭和11(1941)

個人蔵
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子
》
な
ど
に
も
例
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
い
う
な
れ
ば
長
年
の
舞
踊
の
専

門
的
な
研
究
に
加
え
、
徹
底
的
な
姿
態
の
吟
味
を
重
ね
仔
細
な
鑑
賞
の
結
果
を

画
面
に
再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
「
嘗
て
前
例
に
な
い
」八
五

試
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。　

秀
峰
は
、
先
に
述
べ
た
個
展
の
批
評
や
清
方
の
言
説
と
い
っ
た
内
容
を
踏

ま
え
、
自
身
の
い
う
「
動
的
な
静
か
さ
」八
六

を
翌
年
の
「
三
番
叟
も
の
」
昭
和

十
四
年
の
娘
道
成
寺
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
関
西
方
面
で
の
個
展
開

催
と
、
回
を
追
う
な
か
表
現
し
て
い
っ
た
。

舞
踊
を
絵
に
す
る
こ
と
の
興
味
か
ら
始
め
た
私
の
舞
踊
画
も
、
い
つ
の
間

に
か
十
年
に
近
い
歳
月
を
経
過
し
て
、
今
の
私
は
舞
踊
と
は
切
つ
て
も
切

れ
ぬ
縁
に
繫
つ
て
了
つ
た
。〔
…
〕
最
初
は
た
ゞ
舞
踊
を
描
く
と
い
ふ
だ

け
で
あ
つ
た
が
、
今
は
む
し
ろ
舞
踊
を
通
じ
て
夢
や
感
情
を
描
い
て
ゐ
る

と
い
ふ
気
持
ち
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
舞
踊
画
と
い
ふ
も
の
が
判
つ
て
来
た

や
う
に
も
思
ふ
が
、
そ
の
反
面
難
か
し
さ
も
一
層
加
は
つ
て
来
た
や
う
な

気
も
す
る
。八
七

「
舞
踊
画
」
を
表
現
す
る
た
め
の
色
彩
や
リ
ズ
ム
、
動
き
と
い
っ
た
も
の
に
加

え
、
踊
り
の
演
目
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
モ
チ
ー
フ
の
気
持
ち
を
表
現
し
よ
う
と
努

め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
《
三
人
の
姉
妹
》
発
表
を
経
て
、
自
身
の
絵
画
表
現
の
延
長
線
上
に
挑
戦
し

た
「
舞
踊
画
」
制
作
に
向
か
う
過
程
に
お
い
て
、
前
述
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
繰
り
返
し
に
は
な
る
が
、
秀
峰
の
生
い
立
ち
が
深
く
影
響
し
て
い
た
こ

と
、
加
え
て
、
昭
和
六
年
頃
よ
り
舞
台
背
景
・
衣
裳
と
い
っ
た
制
作
活
動
と
の

係
り
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
同
時
代
の
状
況
を
見
る
と
、

郷
土
会
の
活
動
が
第
十
六
回
展
で
実
質
的
に
展
覧
会
活
動
を
休
止
し
、
門
下
そ

れ
ぞ
れ
が
新
た
な
方
向
性
を
模
索
し
て
い
く
状
況
と
な
る
。
つ
ま
り
郷
土
会
以

後
、
画
家
と
し
て
画
壇
に
お
け
る
立
ち
位
置
を
形
成
す
る
た
め
の
、
表
現
手
段

と
し
て
「
舞
踊
画
」
を
構
想
し
実
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

清
方
が
「
美
人
画
」、「
風
俗
画
」
か
ら
「
社
会
画
」
へ
の
転
移
を
唱
え
、
画
論

を
形
成
し
た
よ
う
に
八
八
、
ま
た
深
水
が
「
新
社
会
画
」
あ
る
い
は
「
現
代
風

俗
画
」
を
あ
げ
、
そ
う
し
た
言
説
に
よ
っ
て
画
壇
に
お
け
る
自
身
の
立
ち
位
置
、

そ
し
て
浮
世
絵
末
流
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
確
化
し
よ
う
と
し
た

の
と
同
様
に
「
舞
踊
画
」
と
い
う
言
説
を
持
っ
て
秀
峰
自
身
の
画
壇
で
の
立
ち

位
置
を
明
確
化
し
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
門
の
深
水
が

語
る
「
現
代
風
俗
画
」
の
言
説
と
秀
峰
の
そ
れ
は
目
指
す
方
向
に
違
い
は
あ
っ

た
も
の
の
内
容
は
多
分
に
同
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
二
人
の
言
説
を
み
る
な
ら

ば
日
本
画
に
お
け
る
新
た
な
人
物
画
表
現
を
目
指
し
た
青
衿
会
の
活
動
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
も
自
然
と
も
と
れ
る
八
九
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
舞
踊
画
」
を

試
み
た
こ
と
は
秀
峰
の
画
業
に
お
い
て
大
き
な
転
換
と
挑
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。

版
画
「
踊
り
五
十
番
」
の
制
作

　

と
こ
ろ
で
「
古
典
舞
踊
を
描
く
」
と
題
し
、
個
展
を
開
催
し
た
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
本
画
の
制
作
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
版
画
制
作
を
は
じ
め
て
い

る
九
〇
。
木
版
「
を
ど
り
五
十
番
」
と
題
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
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そ
の
事
実
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
っ

た
九
一
。
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
た
い
が
、
本
稿
で
は
、
制
作
の
経

緯
を
簡
単
に
取
り
上
げ
、
秀
峰
の
画
業
に
お
い
て
、
以
下
そ
の
位
置
づ
け
を
確

認
し
た
い
。

日
本
舞
踊
協
会
発
行
の
雑
誌
『
舞
踊
鑑
』
に
は
、
制
作
の
経
緯
に
つ
い
て
ふ

れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
を
ど
り
五
十
番
製
作
第
一
回
打
合
」
と
い
う
集

合
写
真
と
と
も
に
発
行
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
、「
を
ど
り
五
十
番
刊
行
会
規
定
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
九
二
。
要
点
を
述
べ
る
と
、「
一
輯
十
種
全
五
輯
」
で
完
結

す
る
予
定
で
あ
り
、
会
員
頒
布
に
よ
り
「
分
売
」
は
せ
ず
、
会
の
申
込
所
は

「
山
川
秀
峰
方
及
び
日
本
舞
踊
協
会
」
で
取
り
扱
う
と
付
言
さ
れ
、「
を
ど
り

五
十
番
」
の
題
字
を
鏑
木
清
方
が
、
作
品
の
解
説
を
美
術
評
論
家
の
笹
川
臨
風

が
担
当
し
、
今
後
発
行
を
予
定
す
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
九
三
。

昭
和
十
二
年
六
月
二
十
三
日
に
発
行
の
日
付
が
あ
る
同
誌
が
出
版
さ
れ
た
頃
に

は
制
作
を
開
始
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
七
枚
摺
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

本
画
に
お
け
る
「
舞
踊
画
」
制
作
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
木
版
「
を
ど
り

五
十
番
」
制
作
の
意
図
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
に
述
べ

た
個
展
に
お
け
る
、「
一
般
鑑
賞
者
に
舞
踊
の
理
解
が
な
く
、
単
な
る
美
人
画

の
一
表
現
と
し
て
見
ら
れ
る
場
合
に
は
非
常
な
損
が
あ
る
。『
古
典
舞
踊
を
描

く
』
と
云
ふ
作
者
の
意
図
を
第
一
に
し
て
見
る
べ
き
」九
四

と
い
う
批
評
か
ら
導

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、「
を
ど
り
五
十
番
刊
行
会
」
会
員
の
申
し
込
み
が
秀
峰
お
よ
び
日

本
舞
踊
協
会
方
で
あ
り
、
公
演
会
記
録
を
兼
ね
た
雑
誌
『
舞
踊
鑑
』
誌
上
で
頒

布
販
売
の
会
員
を
募
っ
た
と
い
う
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
作
品
の
お
も
な
受
容

者
は
日
本
舞
踊
協
会
会
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
個
展

に
お
け
る
舞
踊
画
の
制
作
を
経
て
、
取
り
組
ん
だ
木
版
「
を
ど
り
五
十
番
」
は
、

頒
布
販
売
で
は
な
く
会
員
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
楽
屋
落
ち

に
な
ら
ず
に
舞
踊
に
つ
い
て
一
定
の
素
養
を
持
ち
合
わ
せ
た
、
つ
ま
り
舞
踊
を

理
解
す
る
特
定
の
受
容
者
に
、
秀
峰
の
理
想
と
す
る
「
舞
踊
画
」
を
享
受
し
て

も
ら
う
た
め
の
手
段
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
木
版
と
い
う

形
態
に
託
さ
れ
た
「
を
ど
り
五
十
番
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
木

版
と
い
う
複
製
可
能
な
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
活
か
し
、
よ
り
広
い
受
容
者
を
獲

得
し
、「
津
々
浦
々
ま
で
も
自
分
の
絵
が
賞
鑑
」
さ
れ
る
こ
と
は
、「
版
画
の
妙

味
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
九
五
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
山
川
秀
峰
の
官
展
出
品
作
品
を
中
心
に
画
業
の
変
遷
を
辿
り
な

が
ら
様
式
の
変
化
や
秀
峰
が
、
何
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
か
を
画
家
の
言
説

お
よ
び
同
時
代
の
美
術
評
か
ら
論
じ
て
き
た
。
入
門
初
期
を
経
て
《
振
袖
物

語
》
以
降
、
古
典
や
伝
説
を
主
題
と
し
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
幻
想
的
な
様
式
は
、

《
安
倍
野
》《
盲
女
朝
顔
》
で
物
語
世
界
の
表
現
に
完
結
を
み
せ
て
い
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
時
期
を
前
後
し
て
、《
春
秋
》《
胡
蝶
》《
銀
鳩
／
逝
く
春
》
と
い
っ

た
大
正
期
の
デ
カ
ダ
ン
ス
な
雰
囲
気
を
排
除
し
た
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
人
物
形
態

を
み
せ
、
実
験
的
と
も
と
れ
る
描
写
を
み
せ
て
い
く
。《
大
谷
武
子
姫
》
以
降

は
、
作
品
に
時
代
性
を
と
り
こ
み
、
現
実
の
生
活
を
描
く
方
向
へ
表
現
を
変

化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
六
年
頃
か
ら
は
、「
舞
踊
画
」
制
作
の
構
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想
を
あ
た
た
め
て
い
く
な
か
《
素
踊
》《
序
の
舞
》
と
い
っ
た
線
描
を
以
て
動

き
を
表
現
す
る
作
品
を
描
き
、
続
く
《
蔭
に
憩
ふ
》《
ア
コ
ー
デ
オ
ン
》
で
は
、

一
九
三
〇
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
傾
向
を
示
す
日
本
画
表
現
を
試
み
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、《
三
人
の
姉
妹
》
で
は
「
新
古
典
主
義
」
的
雰
囲
気
を
時
代
性
と
と

も
に
あ
ら
わ
し
た
作
品
を
制
作
し
、
年
を
一
年
追
う
ご
と
に
実
験
的
と
も
と
れ

る
様
々
な
表
現
方
法
を
試
み
て
い
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。

生
涯
を
通
じ
、
あ
る
意
味
で
は
表
現
の
模
索
を
繰
り
返
し
続
け
な
が
ら
「
舞

踊
画
」
へ
と
向
か
っ
て
い
き
、
そ
の
制
作
の
動
機
と
背
景
は
、
本
稿
で
み
て
き

た
と
お
り
で
あ
る
。
郷
土
会
以
後
の
清
方
門
下
と
し
て
、
浮
世
絵
末
流
の
画
家

と
し
て
の
あ
り
方
、
清
方
の
風
俗
画
か
ら
社
会
画
、
深
水
の
新
社
会
画
、
現
代

風
俗
画
と
い
っ
た
言
説
が
、
画
壇
に
お
け
る
自
身
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
て

き
た
の
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
言
説
は
自
身
の
描
く
作
品
、
そ
し
て
目
指
す
画

業
の
あ
り
方
や
画
壇
の
立
ち
位
置
を
考
え
直
す
要
因
と
な
り
、「
舞
踊
画
」
と

い
う
一
つ
の
形
に
結
実
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
画
業
に
追
わ
れ

る
な
か
、
帝
展
改
組
に
お
け
る
各
年
の
作
品
出
品
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
や
同
時

期
の
伊
東
深
水
、
小
早
川
清
の
個
展
開
催
九
六

と
い
っ
た
同
門
の
活
躍
の
刺
激

も
多
分
に
含
ま
れ
な
が
ら
、「
古
典
舞
踊
を
描
く
」
と
題
し
挑
ん
だ
の
が
「
昭

和
の
現
代
の
古
典
舞
踊
」九
七

す
な
わ
ち
、「
舞
踊
画
」
で
あ
り
そ
こ
に
秀
峰
の

い
う
「
動
的
な
静
か
さ
」九
八

を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。個

展
開
催
を
続
け
る
な
か
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
第
二
回
新
文
展

《
佳
日
》、
翌
十
四
年
・
第
三
回
新
文
展
《
彼
岸
》、
昭
和
十
五
年
・
第
一
回
青

衿
会
展
《
お
夏	

お
定
》、
同
年
・
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
展
《
信
濃
路
の
女
》

な
ど
あ
た
り
か
ら
図
版
か
ら
伺
い
知
る
限
り
の
作
風
は
、
次
第
に
整
理
さ
れ
画

面
が
一
層
し
っ
か
り
し
、
造
形
的
描
写
の
な
か
に
深
み
の
あ
る
表
現
に
な
っ
て

い
く
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
に
は
、
台
湾
総
督
府
美
術
展
審
査
員

と
し
て
台
湾
へ
渡
っ
た
経
験
を
も
と
に
、
原
住
民
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を

翌
十
七
年
（
一
九
四
二
）
第
三
回
青
衿
会
展
へ
《
審
女
》《
審
童
》
と
し
て
出
品

し
、
同
年
十
月
の
第
五
回
新
文
展
《
月
輪
》、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
第
四

回
青
衿
会
展
《
静
》
と
出
品
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
画
業
に
円
熟
味
を
増
し
て
く

る
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
画
業
を
終
え
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
の
作
風
を
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
十
分
に
検
証
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
し
か
し
画
業
に
お
け
る
通
過
点
と
し
て
「
舞
踊
画
」
を
経

て
個
展
に
お
け
る
「
舞
踊
画
」
表
現
の
変
化
が
画
業
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与

え
、
深
化
さ
せ
た
か
と
い
っ
た
点
、
つ
ま
り
本
稿
で
は
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
青
衿
会
の
活
動
と
の
関
わ
り
、
新
文
展
に
つ
な
が
る
画
風
を
考
え
る
こ

と
は
、
秀
峰
の
画
業
の
み
な
ら
ず
郷
土
会
解
散
以
降
の
清
方
門
下
の
志
向
し
た

日
本
画
に
お
け
る
人
物
画
表
現
を
検
証
す
る
う
え
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考

え
る
。

師
清
方
は
時
代
の
文
学
的
情
緒
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
江
戸
か
ら
明
治
の
時

代
風
俗
に
重
点
を
置
き
、
女
性
の
匂
い
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
一
片
の
色
、
一

条
の
線
に
も
時
代
の
全
体
的
空
気
を
あ
ら
わ
し
、
伊
東
深
水
は
現
代
風
俗
を
、

さ
ら
に
社
会
背
景
や
時
世
感
を
出
し
つ
つ
女
性
を
色
感
的
に
表
現
し
た
。
そ
し

て
秀
峰
は
現
代
を
見
据
え
つ
つ
も
、
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
生
き
る
人
間
、
自
ら
の

嗜
好
と
よ
り
深
く
に
つ
な
が
っ
て
い
る
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
も
の
を
求
め
、
そ

れ
が
「
舞
踊
画
」
と
し
て
一
つ
の
帰
結
を
み
た
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
秀
峰
は
、
自
身
の
描
き
た
い
と
思
う
絵
画
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

綴
っ
て
い
る
。
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第
一
に
人
間
を
描
き
た
い
の
で
す
。
今
迄
は
美
人
画
な
ら
美
人
画
の
形
式

に
あ
て
は
め
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
本
当
に
生
き
て
ゐ
る
人
間
を
描
い
た
も

の
は
少
な
か
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。
仮
令
古
代
の
風
俗
を
描
い
て
も
、
そ
こ

に
人
間
が
描
か
れ
て
ゐ
れ
ば
、
現
代
人
の
気
持
に
必
ず
直
接
に
触
れ
る
も

の
が
あ
る
わ
け
で
す
。
反
対
に
眼
前
の
現
代
風
俗
を
捉
え
て
来
て
も
、
そ

こ
に
人
間
が
描
か
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
少
し
も
吾
々
の
心
に
響
く
も
の
が

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
は
自
分
自
身
に
云
ひ
聞
か
せ
る
と
同
時

に
、
い
つ
も
家
の
弟
子
た
ち
に
云
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
す
。九
九
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催
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）。
本
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冒
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岳
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。
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近
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叢
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か
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薦
の
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山
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秀
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氏
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美
之
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七
巻
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号
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三
一
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ま
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畝
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に
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か
ら
今
な
ほ
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伝
神
洞
、
読
画
会
に
も
属
し
て
ゐ
る
。」
と
い
う
記

事
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

	

六	

管
見
の
限
り
深
水
、
秀
峰
、
紫
明
の
名
前
が
続
け
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
芳
川
赳

「
東
都
画
壇
」（『
美
術
春
秋
恩
師
を
語
る
』、
美
術
春
秋
社
一
九
三
〇
年
六
月
十
五
日
）

の
親
分
子
分
瞰
図
に
お
い
て
当
時
の
師
弟
関
係
分
布
が
紹
介
さ
れ
清
方
門
に
つ
い
て

「
鏑
木
清
方
氏
の
下
に
伊
東
深
水
、
山
川
秀
峰
、
寺
島
紫
明
氏
其
他
が
あ
り
」
と
言

う
紹
介
の
確
認
の
み
で
あ
り
、「
深
水
・
秀
峰
・
紫
明
の
三
羽
烏
」
の
言
説
は
、
戦

後
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

	

七	

豊
田
豊
「
山
川
秀
峰	

帝
展
第
九
回
特
選
『
阿
倍
野
』
帝
展
第
十
一
回
特
選
『
大
谷
武

子
姫
』」『
美
術
春
秋
』
七
巻
三
号
、
美
術
春
秋
社
、
一
九
三
一
年
八
月
一
日

	

八	

花
曇
生
「
郷
土
会
」『
美
術
春
秋
』
三
巻
六
号
、
美
術
春
秋
社
、
一
九
二
七
年
六
月

一
日

	

九	

「
東
西
日
本
画
壇
外
観	

五	

鏑
木
清
方
氏
と
そ
の
門
」『
美
之
国
』
九
巻
六
号
、
美
之

国
社
、
一
九
三
三
年
六
月
一
日

	

一
〇	

「
硬
塞
と
形
成
」『
浮
世
絵
界
』
五
巻
十
二
号
、
浮
世
絵
同
好
会
、
一
九
四
〇
年
十
二

月
五
日

一
一	

森
曉
紅
「〔
山
川
秀
峰
論
〕
美
少
年
だ
つ
た
山
川
さ
ん
」『
美
之
国
』
五
巻
一
号
、
行

楽
社
、
一
九
二
九
年
一
月
一
に

	
一
二	

前
掲
註
三
『
山
川
方
夫
全
集	

五
巻
』

一
三	

岩
切
信
一
郎
「
山
川
秀
峰
に
つ
い
て	

息
子
方
夫
の
年
譜
か
ら
」『
一
寸
』
二
十
四
号
、

書
痴
同
人
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
日

	

一
四	

Seven M
asters: 20th C

entury Japanese W
oodblock Prints from

 the W
ells 

C
ollection　

 M
inneapolis Institute of Arts 2015

	

一
五	

『
大
正
シ
ッ
ク
展	

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
所
蔵
品
よ
り
』
国
際
ア
ー
ト
、
二
〇
〇
七
年
四

月
（
東
京
都
庭
園
美
術
館
ほ
か
）。
本
展
示
図
録
は
二
〇
〇
二
年
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
で
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さ
れ
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を
も
と
に

日
本
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

	
一
六	

Th
e Art institute of C

hicago M
useum

 studies v.	30,	no.	1 2005
	

一
七	
吉
崎
真
弓
「
武
藤
嘉
亭
《
下
町
の
思
い
出
》
山
川
秀
峰
と
上
野
・
浅
草
の
記
憶
」

『
筑
波
大
学
芸
術
学
研
究
誌
』
三
十
四
号
、
筑
波
大
学
芸
術
系
美
術
史
研
究
室
、

二
〇
一
八
年

	

一
八	

山
川
家
遺
族
覚
書
に
よ
る

	

一
九	

玄
治
郎
（
一
八
七
二
年
一
月
九
日
～
一
九
六
八
年
七
月
十
八
日
）、
し
な
（
一
八
六
九

年
九
月
十
三
日
～
一
九
四
四
年
一
月
十
四
日
）〔
前
掲
註
３
『
山
川
方
夫
全
集	

五
巻
』〕

	

二
〇	

『
続
こ
し
か
た
の
記
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
二
月

	

二
一	

『
浜
町
小
学
校
同
窓
会
会
報
』
二
号
（
一
九
一
一
年
十
月
十
五
日
、
浜
町
小
学
校
同
窓

会
）
に
は
、
卒
業
生
の
部
に
本
名
の
山
川
嘉
雄
と
前
記
住
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
他
に
一
九
一
八
年
六
月
二
十
日
現
在
『
巽
画
会
々
員
並
に
役
員
名
簿
』
に
は
同
住

所
で
山
川
嘉
雄
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

二
二	

前
掲
註
二
一
『
浜
町
小
学
校
同
窓
会
会
報
』

二
三	

伊
東
深
水
「
山
川
秀
峰
君
の
こ
と
」『
ア
ト
リ
エ
』
五
巻
十
二
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、

一
九
二
八
年
十
二
月

	

二
四	

秀
峰
の
号
は
池
上
秀
畝
入
門
時
、
秀
畝
と
父
玄
治
郎
の
号
霽
峰
か
ら
一
字
ず
つ
と
り

授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
息
子
で
作
家
の
山
川
（
嘉
己
）
方
夫

は
エ
ッ
セ
ー
『
わ
が
ま
ま
な
由
来	

ペ
ン
ネ
ー
ム
誕
生
記
』
の
な
か
で
「〔
…
〕
亡
父

（
日
本
画
家
）
が
、
は
じ
め
て
池
上
秀
畝
先
生
の
塾
で
秀
峰
と
い
う
号
を
い
た
だ
い
た

た
め
、
の
ち
に
師
事
し
た
鏑
木
清
方
先
生
か
ら
お
名
前
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た
、
と

残
念
が
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
こ
で
息
子
が
無
断
で
一
字
を
頂
戴
し
た
。
こ

の
機
会
に
、
先
生
に
「
無
断
」
の
罪
を
お
詫
び
し
た
い
。」	

と
語
り
、
父
・
秀
峰
が
師

清
方
か
ら
名
前
を
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
を
斟
酌
し
、
清
方
か
ら
一
字
を
と
り
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
つ
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

二
五	

山
川
秀
峰
「
出
世
作
が
認
め
ら
れ
る
迄
の
画
家
の
苦
心
」『
主
婦
之
友
』
十
八
巻

十
一
号
、
主
婦
之
友
社
、
一
九
三
四
年
十
一
月
一
日
。
武
蔵
野
三
郎
「
模
様
画
家
の

範
疇
を
脱
し
た
山
川
秀
峰
氏
」『
雄
弁
』
二
十
三
巻
一
号
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、

一
九
三
一
年
一
月
一
日

	

二
六	

山
川
秀
峰
「
随
想
」『
白
日
』
五
年
六
号
、
白
日
荘
、
一
九
三
一
年
六
月
一
日

	

二
七	

後
に
秀
峰
は
「
所
謂
恩
師
と
し
て
尊
敬
し
親
愛
し
て
居
る
人
に
は
鏑
木
先
生
の
場
合

は
た
と
へ
ば
父
親
の
や
う
な
慕
は
し
さ
で
あ
り
、
池
上
先
生
の
場
合
に
あ
つ
て
は
母

親
の
や
う
な
慕
は
し
さ
で
あ
る
。」（「
鏑
木
清
方
先
生
」『
美
術
春
秋
』
恩
師
を
語
る	

東
京
版
、
美
術
春
秋
社
、
一
九
三
〇
年
六
月
十
五
日
）
と
述
懐
し
て
い
る
。
ま
た
双

方
の
画
塾
展
出
品
、
新
年
の
会
、
秀
畝
と
は
朝
鮮
へ
、
清
方
と
は
関
西
方
面
へ
行
を

と
も
に
す
る
な
ど
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。

	

二
八	

前
掲
註
二
三
『
ア
ト
リ
エ
』

	

二
九	

鴨
下
晁
湖
「
郷
土
会
と
瀧
の
会
と
」『
多
都
美
』
九
巻
八
号
、
巽
画
会
本
部
、

一
九
一
五
年
八
月
一
日
。
丸
み
を
帯
び
た
柔
ら
か
い
雰
囲
気
と
い
っ
た
描
写
は
こ
の

頃
の
巽
画
会
の
研
究
会
出
品
作
品
に
共
通
し
、
平
均
化
さ
れ
た
よ
う
な
表
現
を
み
て

と
れ
る
。
当
時
、
も
っ
と
も
お
お
き
な
官
展
以
外
の
美
術
団
体
と
し
て
活
動
し
た
同

会
の
画
塾
以
外
に
お
け
る
絵
画
学
習
と
様
式
に
与
え
た
影
響
と
い
っ
た
意
味
で
、
同

会
の
活
動
と
共
に
各
画
塾
や
流
派
の
影
響
関
係
を
相
対
的
に
検
証
す
る
こ
と
も
今
後
、

必
要
と
考
え
る
。

	

三
〇	

日
本
画
家
と
し
て
歩
み
は
じ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
業
を
継
ぐ
こ
と
は
な
く
な
っ
た

が
、
父
・
玄
治
郎
が
一
九
二
三
年
に
隠
居
後
、
妹
・
千
代
が
婿
を
取
り
家
業
を
引

き
継
い
だ
よ
う
で
あ
る
。
妹
に
つ
い
て
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
九
三
五
年
五
月

二
九
日
付
）
の
記
事
か
ら
少
し
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
悲
し
い
こ
と
に

本
記
事
は
訃
報
で
あ
り
、
千
代
は
若
干
三
十
一
歳
の
死
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
記

事
に
は
早
逝
の
理
由
と
あ
わ
せ
、
十
二
年
前
に
養
子
と
し
て
「
染
物
図
案
家
山
川
悦

二
郎
を
迎
え
」
下
谷
区
上
根
岸
一
一
に
住
し
た
こ
と
、
十
歳
の
長
男
欣
一
が
い
た
こ

と
、
図
画
工
九
人
を
抱
え
百
貨
店
専
門
に
図
案
を
制
作
し
、
奉
祝
展
（
一
九
四
〇
年
）

に
は
工
芸
部
で
入
選
も
し
て
お
り
、
有
力
な
図
案
制
作
工
房
を
経
営
し
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
十
二
年
前
と
い
う
と
、
父
・
玄
治
郎
隠
居
の
年
と
重
る

こ
と
か
ら
、
養
子
む
か
え
る
こ
と
で
家
業
を
継
が
せ
る
と
い
う
体
裁
を
と
っ
た
と
想

像
で
き
る
。
補
足
と
な
る
が
、
第
五
回
伝
神
洞
画
塾
展
（
一
九
二
三
年
）
に
は
妹
を

モ
デ
ル
に
し
た
《
挿
花
》
を
出
品
し
て
い
る
。（『
藝
術
』
一
巻
十
七
号
、
芸
術
通
信
社
、

一
九
二
三
年
七
月
五
日
）

	
三
一	
清
方
門
下
の
官
展
入
選
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
篠
原
聰
「
浮
世
絵
末
流
」
の

水
脈
」『
紫
陽
花
』
二
号
、
美
人
画
研
究
会
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
三
十
一
日

	

三
二	

「
山
川
氏
の
「
振
袖
物
語
」
も
色
の
対
比
に
生
命
が
あ
る
。
殊
に
バ
ツ
ク
の
色
も
同

じ
色
を
弱
め
て
現
は
し
、
飽
く
ま
で
両
方
を
対
立
せ
し
め
た
と
こ
ろ
に
価
値
が
あ

る
。
女
の
顔
に
一
段
の
工
風
を
要
す
る
と
思
ふ
が
、
色
を
強
く
対
立
せ
し
め
た
点
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丈
け
で
な
お
優
秀
な
作
の
一
つ
で
あ
る
。」（
黒
田
鵬
心
「
予
が
感
銘
を
う
け
た
る

作
品	

第
一
印
象
に
残
つ
た
日
本
画
」『
中
央
美
術
』
五
巻
十
一
号
、
日
本
美
術
学
院
、

一
九
一
九
年
十
一
月
一
日
）。

	
	

　
「
山
川
秀
峰
の
『
振
袖
物
語
』
は
左
幅
の
火
焔
に
包
ま
れ
た
主
人
公
に
於
て
幻
想

的
戯
曲
を
想
起
せ
し
む
る
に
足
る
と
思
ふ
、
色
彩
の
配
剤
に
於
て
左
方
を
青
く
し
た

と
い
ふ
こ
と
は
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
意
義
に
於
て
或
る
物
を
狙
つ
た
も
の
と
思
ふ
が
、

必
ず
し
も
成
功
と
は
言
へ
ま
い
、
特
に
そ
の
人
物
の
表
情
に
於
て
遺
憾
が
多
い
と
思

ふ
。」（
横
山
臥
雲
「
帝
展
日
本
画
評
」『
現
代
之
美
術
』
二
巻
七
号
、
現
代
の
美
術
社
、

一
九
一
九
年
十
二
月
一
日
）

	

三
三	

「
郷
土
会
展
覧
会
」『
絵
画
清
談
』
八
巻
四
号
、
絵
画
清
談
社
、
一
九
二
〇
年
四
月
一

日

	

三
四	

「
伝
神
洞
の
第
二
回
展
」『
美
術
月
報
』
一
巻
九
号
、
美
術
月
報
社
、
一
九
二
〇
年
五

月
五
日

	

三
五	

「
伝
神
洞
展
覧
会
」『
絵
画
清
談
』
八
巻
四
号
、
絵
画
清
談
社
、
一
九
二
〇
年
四
月
一

日

	

三
六	

藤
懸
静
也
「
第
二
回
帝
展
日
本
画
評
」『
美
術
画
報
』
四
十
四
編
巻
一
、
画
報
社
、

一
九
二
〇
年
十
一
月
二
十
二
日

	

三
七	

「
伝
神
洞
展
覧
会
」『
中
央
美
術
』
九
巻
八
号
、
中
央
美
術
社
、
一
九
二
三
年
八
月
一

日

	

三
八	

本
作
に
お
い
て
帝
展
入
選
に
返
り
咲
く
も
「
ミ
ス
テ
リ
ツ
ク
な
極
め
て
ロ
マ
ン
テ
ツ

ク
の
題
材
で
あ
る
。
配
し
た
二
羽
の
白
鷺
は
斯
の
物
語
に
ま
つ
は
る
景
物
と
し
て

は
至
極
ふ
さ
は
し
い
も
の
に
眺
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
幻
妖
な
雰
囲
気
は
か
な
り
如

実
に
表
現
せ
ら
れ
て
居
る
。」（
原
風
生
「
帝
展
所
見
」『
藝
術
』
二
巻
十
八
号
、
藝

術
通
信
社
、
一
九
二
四
年
十
一
月
十
五
日
）
と
さ
れ
な
が
ら
も
「
無
駄
な
感
傷
主
義

だ
」（
畑
耕
一
「
帝
展
日
本
画
の
一
瞥
」『
ア
ト
リ
エ
』
一
巻
九
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、

一
九
二
四
年
十
一
月
十
日
）
と
辛
辣
な
評
も
み
ら
れ
た
。

	

三
九	

「
山
川
秀
峰
氏
」『
芸
天
』
三
十
一
号
、
芸
天
社
、
一
九
二
六
年
九
月
一
日

	

四
〇	

渥
美
綾
子
（
一
九
〇
六
年
六
月
三
日
生
）
は
京
都
四
条
の
染
物
問
屋
の
長
女
。
京
都

府
立
高
女
卒
。
結
婚
の
た
め
上
京
（
前
掲
註
三
『
山
川
方
夫
全
集
』）。
当
時
十
八
歳

の
綾
子
は
久
邇
宮
智
子
女
王
殿
下
の
学
友
と
し
て
才
媛
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
都
新
聞
』

や
『
東
京
朝
日
』
な
ど
に
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

	

四
一	

『
都
新
聞
』
一
九
二
五
年
一
月
二
十
七
日
付
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
一
月

十
五
日
付

	

四
二	

『
都
新
聞
』
一
九
二
五
年
三
月
二
十
五
日
付

	

四
三	

高
澤
初
風
「
帝
展
の
日
本
画
」『
藝
術
』
五
巻
二
十
九
号
、
藝
術
通
信
社
、
一
九
二
七

年
十
一
月
十
五
日

	

四
四	

『
現
代
作
家
美
人
画
全
集
』
新
潮
社
、
一
九
三
一
年
十
月
二
十
九
日

	

四
五	

豊
田
豊
「
帝
展
陳
列
替
作
品
評
」『
美
之
国
』
三
巻
十
号
、
行
楽
社
、
一
九
二
七
年

十
月
一
日

	

四
六	

加
賀
美
爾
郎
、
横
川
三
果
軒
、
上
野
新
四
郎
「
帝
展
陳
列
替
絵
画
全
評
」『
中
央
美

術
』
十
三
巻
十
二
号
、
中
央
美
術
社
、
一
九
二
七
年
十
二
月
一
日

	

四
七	

豊
田
豊
「
色
彩
は
涌
躍
す
る	

第
九
回
帝
展
日
本
画
部
評
」『
美
術
春
秋
』
四
巻
十
号
、

美
術
春
秋
社
、
一
九
二
八
年
、
十
一
月
一
日

四
八	

遠
藤
教
三
「
日
本
画
批
評
」『
ア
ト
リ
ヱ
』
五
巻
十
一
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、
一
九
二
八

年
十
一
月
一
日

	

四
九	

前
掲
註
二
五
『
主
婦
之
友
』

	

五
〇	

近
藤
生
「
伝
神
洞
」『
芸
天
』
三
十
九
号
、
芸
天
社
、
一
九
二
七
年
五
月
五
日

	

五
一	

『
肉
筆
浮
世
絵
大
観	

六
（
麻
布
美
術
工
芸
館
）』
講
談
社
、
一
九
九
五
年
四
月
。
同

書
で
は
、《
秋
草
》
一
曲
屏
風
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
が
、
展
覧
会
出
品
当
所
は
二
曲

一
双
屏
風
の
《
春
秋
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
品
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

（「
伝
神
洞
第
九
回
展
」『
美
之
国
』
三
巻
四
号
、
行
楽
社
、
一
九
二
七
年
五
月
一
日
）。

	

五
二	

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
画
の
動
向
に
お
け
る
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
は
大
熊
敏
之
氏
の
詳

細
な
分
析
が
あ
る
（
大
熊
敏
之
「
感
覚
と
構
成
の
は
ざ
ま
で	

一
九
三
〇
年
代
の
日

本
画
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」『
日
本
美
術
院
百
年
史	

六
巻
』
日
本
美
術
院
百
年
史
編
纂
室
、

一
九
九
七
年
）。
氏
は
伝
統
諸
派
の
保
守
的
画
風
、
新
古
典
主
義
、
和
洋
折
衷
的
な

写
実
描
写
、
前
衛
的
作
風
を
示
し
た
小
団
体
と
い
っ
た
前
衛
と
は
別
種
の
新
傾
向
を

示
し
た
日
本
画
表
現
を
院
展
や
官
展
に
あ
り
な
が
ら
も
試
み
た
画
家
た
ち
の
活
動
を

と
り
あ
げ
、
詳
細
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。

	
五
三	

九
条
武
子
の
没
後
、
作
家
・
山
中
峯
太
郎
が
『
婦
人
倶
楽
部
』
誌
上
に
武
子
の
生
涯

を
描
い
た
小
説
を
発
表
し
た
（
一
九
二
九
年
一
月
～
十
二
月
号
）。
そ
の
際
、
秀
峰

が
挿
絵
を
担
当
し
た
。
高
貴
な
人
物
の
伝
記
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
最

終
的
に
は
画
帖
に
仕
立
て
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、
秀
峰
は
、
繊
細
に

し
て
優
美
な
挿
絵
の
原
画
を
絹
本
に
描
い
て
い
る
。
連
載
終
了
後
、
作
品
二
十
四
点

は
、
山
中
峯
太
郎
自
ら
が
小
説
の
内
容
を
要
約
し
た
詞
書
と
と
も
に
画
帖
に
ま
と
め
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ら
れ
た
。（
講
談
社
野
間
記
念
館
「
近
代
日
本
の
美
人
画
展
」
解
説
シ
ー
ト
、
会
期
：

二
〇
一
九
年
五
月
二
十
五
日
七
月
十
五
日
）

	
五
四	
前
掲
註
二
五
『
主
婦
之
友
』

	

五
五	
作
画
の
た
め
京
都
へ
の
取
材
旅
行
は
、
こ
の
年
の
二
月
末
か
ら
三
月
に
か
け
て
鏑
木

清
方
の
関
西
旅
行
に
同
行
し
そ
の
際
に
本
願
寺
に
も
立
ち
寄
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五
六	

市
村
英
輔
「
十
一
回
帝
展
の
邦
画
を
論
ず
」『
白
日
』
四
巻
十
一
号
、
白
日
荘
、

一
九
三
〇
年
十
一
月
一
日

五
七	

伊
東
深
水
「
印
象
に
の
こ
つ
た
作
品
」『
美
之
国
』
六
巻
十
一
号
、
美
之
国
社
、

一
九
三
〇
年
十
一
月
一
日

五
八	

豊
田
豊
「
帝
展
日
本
画
部
新
人
作
評
」『
美
之
国
』
七
巻
十
一
号
、
美
之
国
社
、

一
九
三
一
年
十
一
月
一
日

五
九	

硲
伊
之
助
「
帝
展
の
日
本
画
」『
ア
ト
リ
エ
』
九
巻
十
一
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、

一
九
三
二
年
十
一
月
一
日

	

六
〇	

山
川
秀
峰
「
は
な
れ
技
」『
藝
術
』
十
一
巻
三
号
、
藝
術
通
信
社
、
一
九
三
三
年
一

月
二
十
五
日

	

六
一	

豊
田
豊
「
帝
展
日
本
画
部
ハ
イ
キ
ン
グ
」『
美
術
街
』
一
巻
三
号
、
美
術
街
社
、

一
九
三
四
年
十
一
月
一
日

	

六
二	

石
川
宰
三
郎
「
日
本
画
部
総
評
」『
美
之
国
』
十
巻
十
一
号
、
美
之
国
社
、
一
九
三
四

年
十
一
月
一
日

	

六
三	

藤
本
韶
三
「
帝
展
の
日
本
画
」『
邦
画
』
一
巻
二
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、
一
九
三
四
年

十
一
月
二
十

六
四	

「
第
十
五
回
帝
展
各
部
の
紹
介	

日
本
画
部
か
ら
拾
つ
て
見
る
」『
中
央
美
術
（
復
興
）』

十
六
号
、
中
央
美
術
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
十
一
月
一
日

	

六
五	

前
掲
註
五
二
『
日
本
美
術
院
百
年
史	

六
巻
』

	

六
六	

こ
う
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
傾
向
の
日
本
画
と
し
て
当
時
評
価
さ
れ
た
も
の
と
し
て
大
熊

敏
之
氏
は
す
で
に
『
塔
影
』
の
記
事
を
引
用
し
指
摘
し
て
い
る
こ
と
こ
こ
に
挙
げ
て

お
く
（
前
掲
註
五
二
『
日
本
美
術
院
百
年
史	

六
巻
』）。
氏
は
さ
ら
に
新
感
覚
な
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
影
響
に
ニ
ー
ス
時
代
の
マ
テ
ィ
ス
や
ピ
カ
ソ
と
い
っ
た
洋
画
の
影
響
と
初

期
新
制
作
派
協
会
の
洋
画
形
家
の
作
品
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
と
し
、

そ
の
後
の
福
田
豊
四
郎
と
い
っ
た
琳
派
的
感
覚
を
示
す
新
感
覚
派
の
絵
画
を
制
作
し

た
画
家
た
ち
に
つ
て
も
言
及
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
画
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
傾
向
に

つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
傾
向
に
お
い
て
日
本
画
家

の
西
洋
画
受
容
、
同
時
代
の
洋
画
家
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
今
後
、
積
極
的
に

検
討
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
。

六
七	

豊
田
豊
「
新
帝
院
日
本
画
の
思
想
的
相
剋
」『
美
之
国
』
十
二
巻
四
号
、
美
之
国
社
、

一
九
三
六
年
四
月
一
日

	

六
八	

「
新
古
典
主
義
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
庄
司
淳
一
「
昭
和
戦
前
の
日
本
画
」『
昭
和

の
絵
画　

第
一
部
戦
前
‐
伝
統
と
近
代
‐
』
宮
城
県
美
術
館
、
一
九
九
一
年
。
山

種
美
術
館
開
館
三
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
日
本
に
古
典
主
義
絵
画
は
あ
っ

た
か
？
‐
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
日
本
画
を
検
証
す
る
‐
』
山
種
美
術
館
学
芸
部

一
九
九
九
年
。
菊
屋
吉
生
「
昭
和
前
期
に
お
け
る
院
展
と
そ
の
派
生
団
体
と
の
関
係
」

『
日
本
美
術
院
百
年
史	

七
巻
』
日
本
美
術
院
百
年
史
編
纂
室
、
一
九
九
八
年
な
ど
に

詳
し
い
。

	

六
九	

山
川
秀
峰
「
近
事
雑
感
」『
大
衆
藝
術
』
一
巻
三
号
、
大
衆
藝
術
社
、
一
九
三
〇
年

六
月
一
日

七
〇	

山
川
秀
峰
「
随
想
」『
白
日
』
五
巻
六
号
、
白
日
荘
、
一
九
三
一
年
六
月
一
日

	

七
一	

山
川
秀
峰
「
美
人
画
の
製
作
過
程
（
三
）」『
絵
画
教
習
』
三
巻
六
号
、
絵
画
教
習
会
、

一
九
三
五
年
六
月
一
日

	

七
二	

山
川
秀
峰
「
美
人
画
の
製
作
過
程
（
一
）」『
絵
画
教
習
』
三
巻
四
号
、
絵
画
教
習
会
、

一
九
三
五
年
、
四
月
一
日

七
三	

山
川
秀
峰
「
舞
踊
画
の
生
ま
れ
る
ま
で
」『
塔
影
』
十
三
巻
九
号
、
塔
影
社
、

一
九
三
七
年
九
月
七
日

七
四	

山
川
秀
峰
「
現
代
風
俗
画
に
つ
い
て
」『
絵
画
教
習
』
二
巻
十
一
号
、
絵
画
教
習
会
、

一
九
三
四
年
十
一
月
一
日

	

七
五	

第
一
回
・
二
回
の
個
展
終
了
後
『
古
典
舞
踊
を
描
く
』
と
し
て
図
録
が
刊
行
さ
れ
、

モ
ノ
ク
ロ
図
版
か
ら
で
は
あ
る
が
出
品
作
品
の
全
て
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
古
典
舞
踊
を
描
く	

第
一
』
古
今
堂
、
一
九
三
七
年
、『
古
典
舞
踊
を
描
く	

第
二	

三

番
叟
』
古
今
堂
、
一
九
三
七
年

	
七
六	

山
川
秀
峰
「
舞
踊
画
に
つ
い
て
」『
塔
影
』
十
二
巻
十
二
号
、
塔
影
社
、
一
九
三
六

年
十
二
月
十
八
日

	

七
七	
前
掲
註
七
六
『
塔
影
』

七
八	
前
掲
註
七
六
『
塔
影
』

	

七
九	

前
掲
註
七
六
『
塔
影
』

	

八
〇	

齋
田
素
州
「
山
川
秀
峰
氏
第
一
回
個
展
」『
塔
影
』
十
二
巻
十
二
号
、
塔
影
社
、
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一
九
三
六
年
十
二
月
十
八
日

	
八
一	

「
山
川
秀
峰
氏
の
個
展
」『
白
日
』
十
巻
六
号
、
白
日
荘
、
一
九
三
六
年
十
二
月
一
日

八
二	
「
山
川
秀
峰
氏
第
一
回
個
展
」『
美
術
街
』
四
巻
一
号
、
美
術
街
社
、
一
九
三
七
年
二

月
一
日

八
三	
初
風
生
「
秀
峰
氏
の
獅
子
舞
」『
藝
術
』
十
四
巻
二
十
二
号
、
藝
術
通
信
社
、

一
九
三
六
年
十
一
月
十
一
日

	

八
四	

鏑
木
清
方
「
舞
踊
の
絵
画
化
に
つ
い
て
」『
美
術
往
来
』
四
年
一
号
、
資
文
堂
、

一
九
三
七
年
一
月
二
十
五
日

	

八
五	

神
崎
憲
一
「
山
川
秀
峰
氏
第
二
回
個
展
」『
塔
影
』
十
三
巻
十
二
号
、
塔
影
社
、

一
九
三
七
年
十
二
月
十
五
日

	

八
六	

前
掲
註
七
四
『
絵
画
教
習
』

	

八
七	

山
川
秀
峰
「
画
室
の
中
か
ら
」『
塔
影
』
十
五
巻
五
号
、
塔
影
社
、
一
九
三
九
年
五

月
二
十
日

八
八	

角
田
拓
朗
「
美
人
画
か
ら
風
俗
画
へ	
鏑
木
清
方
の
官
展
再
生
論
」『
近
代
画
説
』

十
六
、
明
治
美
術
学
会
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
八
日
。
篠
原
聰
「
鏑
木
清
方
と
郷
土

会
の
画
家
た
ち
―
浮
世
絵
と
社
会
画
の
は
ざ
ま
で
―
」『
美
人
画
の
諸
相
―
浮
世
絵
・

団
体
・
メ
デ
ィ
ア
―
』
科
学
研
究
費
調
査
報
告
書
、
二
〇
一
六
年
な
ど
を
参
照
。

	

八
九	

青
衿
会
に
つ
い
て
設
立
の
経
緯
か
ら
結
成
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
青
衿

会
に
つ
い
て
」（『
柿
内
青
葉
展
』
女
子
美
術
大
学
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
を

参
照
。
ま
た
、
郷
土
会
と
青
衿
会
の
連
続
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
門
井
掬
水
、
榎
本

千
花
俊
、
寺
島
紫
明
、
桜
井
霞
洞
ら
が
同
時
期
に
結
成
し
た
清
流
会
の
活
動
も
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

九
〇	

秀
峰
の
版
画
制
作
に
つ
い
て
は
、
美
術
出
版
か
ら
発
行
の
「
婦
女
四
題
」《
秋
・
雪

も
よ
ひ
・
赤
い
襟
・
た
そ
が
れ
》〔
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）〕
の
四
点
。
出
版
経
緯

は
不
明
だ
が
《
現
代
婦
女
図
》。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
鉄
道
省
招
聘
に
よ
る
朝

鮮
旅
行
の
収
穫
を
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
て
制
作
さ
れ
た
《
妓
生
》
二
点
。
昭
和

十
七
年
（
一
九
四
二
）
の
鉄
道
開
通
七
十
周
年
を
記
念
し
て
、
鉄
道
省
内
国
際
観
光

協
会
の
依
頼
に
よ
る
深
水
の
《
七
十
年
前
の
新
橋
駅
》
と
対
に
制
作
さ
れ
た
秀
峰

の
《
現
在
の
東
京
駅
》
が
あ
げ
ら
れ
る
。
深
水
、
秀
峰
を
対
峙
さ
せ
た
こ
の
版
画
は
、

当
時
の
美
術
界
や
世
間
の
二
人
の
評
価
や
位
置
付
を
表
す
一
例
と
も
い
え
る
と
の
指

摘
も
あ
る
（
前
掲
註
一
三
、『
一
寸
』）。
そ
の
ほ
か
、
小
品
で
は
あ
る
が
揃
い
雛
の
よ

う
な
雑
誌
の
付
録
や
贈
答
品
と
思
え
る
も
の
、
そ
し
て
「
踊
り
十
種
」
と
題
し
た
木

版
摺
の
絵
入
封
筒
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
が
現
在
ま
で
確
認
で
き
る
。

	

九
一	

そ
の
他
、
展
覧
会
図
録
に
け
る
作
家
解
説
に
お
い
て
、
制
作
の
実
態
は
語
ら
れ
て
は

い
た
も
の
の
、
詳
細
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
註
一
三
『
一
寸
』
な

ど
参
照
。

	

九
二	

『
舞
踊
鑑
』
第
十
三
回
公
演
、
日
本
舞
踊
協
会
、
一
九
三
七
年
六
月
二
十
三
日
。
全

文
は
以
下
の
と
お
り
。

	
	

秀
峰
画
伯
が
此
度
木
版
と
い
ふ
我
国
古
来
の
独
自
の
も
の
ゝ
世
界
を
撰
ん
で
、
何
人

も
嘗
て
企
て
及
ば
な
か
つ
た
、
を
ど
り
五
十
番
の
組
物
を
製
ら
る
ゝ
に
当
り
。
日
本

舞
踊
協
会
の
私
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
求
め
ら
る
ゝ
儘
に
、
最
も
優
秀
な
る
舞
踊
家

を
君
の
画
室
に
送
り
、
以
つ
て
構
想
の
資
に
共
す
る
こ
と
ゝ
致
し
ま
し
た
。
優
艶
な

る
彩
管
を
持
た
れ
る
画
伯
の
精
進
は
必
ず
や
、
昭
和
年
代
の
舞
踊
の
姿
と
、
昭
和
文

化
の
反
映
せ
る
木
版
画
と
、
こ
の
二
つ
の
意
義
を
も
つ
大
き
な
足
跡
を
後
世
に
記
録

さ
る
ゝ
を
期
待
し
舞
踊
会
の
為
木
版
芸
術
の
為
、
心
か
ら
祝
福
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

	
	

　
　

昭
和
十
二
年
五
月　

日
本
舞
踊
協
会　

会
長
波
田
海
蔵

	
	

　

を
ど
り
五
十
番
刊
行
会
規
定

一
、
本
会
は
木
版
を
ど
り
五
十
番
を
毎
月
初
旬
一
種
宛
刊
行
し
一
輯
十
種
全
五
輯

を
以
て
完
結
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会
は
会
員
だ
け
に
頒
ち
分
売
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

一
、
会
費
は
毎
月
払
一
種
八
円
で
す
。
但
し
、
会
費
は
毎
月
作
品
を
配
達
い
た
し

ま
し
た
時
引
換
に
申
受
ま
す
。

一
、一
輯
十
種
分
金
八
十
円
前
納
の
方
に
は
本
会
刷
案
の
額
縁
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会
の
申
込
所
は
東
京
市
品
川
区
下
大
崎
二
ノ
百
八
十
三
番
地
（
電
話
高
輪

〇
四
四
七
）
山
川
秀
峰
方
及
び
日
本
舞
踊
協
会
に
於
て
取
扱
ひ
ま
す
。

	
九
三	

前
掲
註
九
二
『
舞
踊
鑑
』。
発
行
予
定
の
「
を
ど
り
五
十
番
」
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
。

	
	

　

木
版
を
ど
り
五
十
番

第
一
輯　

一
志
賀
山
三
番
叟　

二
羽
根
の
禿　

三
越
後
獅
子　

四
晒
女　

五
五
郎

六
大
原
女　

七
こ
ん
く
わ
い　

八
春
駒　

九
丁
稚　

一
〇
三
ツ
面
子
守	

第
二
輯　

一
保
名　

二
藤
娘　

三
ま
か
よ
し　

四
娘
道
成
寺　

五
夕
月　

六
八
島
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官
女　

七
玉
兎　

八
お
七　

九
猩
々	

一
〇
鷺
娘

第
三
輯　

一
雛
助
狂
女　

二
汐
汲　

三
喜
撰　

四
茶
音
頭　

五
浦
島　

六
年
増　

七
流
星　

八
山
姥　

九
茶
筌
売　

一
〇
日
高
川

第
四
輯　

一
猿
舞　

二
雪　

三
助
六　

四
浅
妻　

五
供
奴　

六
奴
面　

七
鳥
羽
絵

八
羽
衣　

九
う
か
れ
坊
主　

一
〇
手
習
子

第
五
輯　

一
玉
屋　

二
お
染　

三
俳
諧
師　

四
鏡
獅
子　

五
奴
凧　

六
鳥
追　

七

か
ご
や　

八
ゆ
か
り
の
月　

九
文
屋　

一
〇
葛
の
葉

	

九
四	

前
掲
註
八
三
『
藝
術
』

	

九
五	

楢
崎
宗
重
「
古
典
の
解
釈	

山
川
秀
峰
氏
」『
浮
世
絵
界
』
三
巻
一
号
、
浮
世
絵
同
好

会
、
一
九
三
八
年
三
月
一
日

	

九
六	

一
九
三
四
年
三
月
二
十
三
日
‐
二
十
七
日
に
は
小
早
川
清
風
俗
画
展
が
開
催
さ
れ
、

清
方
、
深
水
、
秀
峰
ほ
か
郷
土
会
員
が
賛
助
出
品
を
し
て
い
る
（『
藝
術
』
十
二
巻
九

号
、
藝
術
通
信
社
、
一
九
三
四
年
三
月
二
十
五
日
）。
小
早
川
清
は
さ
ら
に
翌
年
に

は
地
元
福
岡
で
風
俗
展
を
開
催
し
て
い
る
（『
中
央
美
術
（
復
興
）』
二
十
二
号
、
中

央
美
術
刊
行
会	

一
九
三
四
年
五
月
一
日
）。
伊
東
深
水
に
つ
い
て
も
一
九
三
五
年
・

三
六
年
と
つ
づ
け
て
個
展
を
開
催
し
て
い
る
。

	

九
七	

山
川
秀
峰
「
古
典
舞
踊
の
近
代
化
」『
美
術
往
来
』
四
年
一
号
、
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山川秀峰略年譜（主な出品作品と履歴）

西暦（和暦） 事項

M31 （1898）
〈1歳〉

•【4/3】京都市錦小路室町東入ル占出山町に生まれる。本名:嘉雄、父・玄治郎、母・しな、妹に6歳離れた千代〔中
村渓男『山川秀峰』、『山川方夫全集』5巻・冬樹社〕

M33（1900）〈3歳〉 •上京、日本橋区蛎殻町2-16に住む〔『山川方夫全集』5巻・冬樹社、山川家聞書〕

M44 （1911）
〈14歳〉

•浜町尋常小学校卒業、高等科に進学（明治43年卒業生の部に日本橋区蛎殻町2-16山川喜雄とあり〔『浜町小学校同窓
会会報』2号、山川家聞書〕

T02 （1913） 〈16歳〉 •浜町尋常小学校高等科卒業〔『浜町小学校同窓会会報』2号〕
•【秋頃】池上秀畝に入門、1ヶ月後鏑木清方に入門〔『主婦之友』18（11）、『雄弁』23（1）〕

T04 （1915） 〈18歳〉 •【2/20-3/16】《なだれ》第17回日本画会〔『第17回展覧会当選画集』〕
•【3/21-4/10】《幕あひ》第15回巽画会（褒状1等）〔『多都美』9（4）〕
•【5/10】《總見》巽画会5月研究会（１等賞）〔『多都美』9（6）〕
•【6/22-25】《初夏》第1回郷土会〔『多都美』9（8）〕
•【7/10】《仲間はづれ》巽画会7月研究会（2等賞）〔『多都美』9（8）〕

T05 （1916） 〈19歳〉 •【5/3-7】《花見小路》《紅》第2回郷土会〔『美術週報』3（29〕〕

T06 （1917）
〈20歳〉

•【3/1-31】《水郷》（二枚折半双）第19回日本画会〔『第19回展覧会当選画集』〕
•【5/1-7】《おそめ/久松（双幅）》第3回展郷土会〔『絵画清談』5（5）〕

T07（1918）
〈21歳〉

•6/20現在『巽画会々名簿』に日本橋区蛎殻町2-16山川嘉雄とあり〔『たつみ』12（7）附録〕
•【6/15-20】《松山鏡》第4回郷土会〔『中央美術』4（7）〕

T08 （1919） 〈22歳〉 •【3/20-27】《小桜》《冥幻の灯》第1回伝神洞画塾〔『伝神堂展覧会画集第1回』〕
•【10/14-11/20】《振袖物語》第1回帝展（初入選） 〔『芸苑』1（6）、『美術画報』43（1）、『中央美術』5（11）、『現代之美術』2（7）〕

T09 （1920） 〈23歳〉 •【3/7-14】《初島の由来》（三幅対）第5回郷土会〔『中央美術』6（4）、『絵画清談』8（4）〕
•【3/21-27】《鵲の鏡》第2回伝神洞画塾〔『東京朝日新聞』1920.3.20、『絵画清談』8（4）〕
•【10/13-11/20】《郷秋の唄》第2回帝展〔『太陽』16（11）、『日本及日本人』、『美術画報』44（1）〕

T10（1921）
〈24歳〉

•【3/5-11】《誘惑》第6回郷土会展〔『美術月報』2（9）、『絵画清談』9（3）〕
•【3/22-28】《雪》第3回伝神洞画塾展〔『絵画清談』9（3）〕

T11 （1922）
〈25歳〉

•【3/10-7/31】《黒百合》平和記念東京博覧会（入選褒状） 〔『大正期美術展覧会出品目録』、『平和記念東京博覧会事務
報告』、『美術画報』45（6）〕

•【11/5】伝神洞画塾井の頭公園写生旅行、秀峰ほか37名〔『絵画清談』11（1）〕

T12 （1923） 〈26歳〉 •この年、父・玄治郎隠居〔『山川方夫全集』5巻・冬樹社〕
•【3/12-21】《雪の女松》《富ちゃん》第8回郷土会展〔『藝術』1（6）、『絵画清談』11（5）〕
•【3/4-25】《雪女郎》第1回革新日本画会〔『藝術』1（9）、『絵画清談』11（5）〕
•【7/1-8】《雨顔月姿絵》《挿花》第5回伝神洞画塾〔『藝術』1（17）、『美術画報』46（10）〕

T13 （1924） 〈27歳〉 •【3/15-24】《宵の夢（思想）》第9回郷土会展〔『郷土会画集 大正13年』〕
•【6/1-8】《道行のおかると勘平》《雛妓》第7回伝神洞画塾〔『藝術』2（10）、『読売新聞』1924.6.6〕
•【10/15 -11/20】《夢》第5回帝展〔『アトリエ』1（9）、『藝術』2（18）〕
•【11月頃】下谷区上野桜木町17へ転居〔『芸天』11・12〕

T14（1925）〈28歳〉 •【1/28】京都市実業家渥美菅二郎氏令嬢菅田綾子と結婚〔『藝術』3（2）、『東京朝日新聞』1925.1.15、『芸天』13、『都新聞』
1925.1.17〕

•【3/23-27】伊東深水・山川秀峰新作美人画展〔『伊東深水全集』、『芸天』16号、『都新聞』1925.3.25〕
•【4/3-26】《お夏》第3回革新日本画会展〔『藝術』3（7）、『芸天』16、『日本画会展覧会図録 3回』〕
•【5/6-12】《春》第10回郷土会展〔『藝術』3（10）〕
•【11/21-24】《蔦の葉》《紅葉狩》《太夫》鏑木清方社中展〔『芸天』22〕
•【11月頃】下谷区上野桜木町49へ転居〔『芸天』23〕

T15 （1926） 〈29歳〉 •この年、長女喜佐子生まれるか
•【5/1-7】習作《雛妓》、課題浅草《夜の酒場》第11回郷土会展〔『藝術』4（13）、『アトリヱ』3（6）、『芸天』28〕
•【6月末～7月】秋田方面へ？〔『秋田魁新報』1926.6.26・6.29〕
•【10/16-11/20】《宮古路豊後掾》第7回帝展〔『芸天』31、『藝術』4（26）、『中央美術』12（11）〕
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S02 （1927） 〈30歳〉 •【4/16-21】《春秋》第9回伝神洞画塾〔『芸天』39、『藝術』5（11）〕
•【5/17-21】《風》第12回郷土会展〔『藝術』5（13）、『藝術』5（14）、『アトリヱ』4（6）、『芸天』40〕
•【6月末～7月】秋田方面へ〔『芸天』41、『秋田魁新報』1927.7.2〕
•【10/16-11/20】《蛍》第8回帝展〔『中央美術』13（12）、『藝術』5（29）、『美之国』3（10）〕

S03 （1928） 〈31歳〉 •この頃、次女美奈子生れるか〔山川玄治郎書簡〕
•【6/2-20】《胡蝶》第6回革新日本画会〔『藝術』6（17）、『読売新聞』1928.6.11、『美之国』4（7）〕
•【7/18-23】《赤い扇》第1回郷土会二部展〔『読売新聞』1928.7.24、『白日』2（9）、『美之国』4（8）〕
•【7/28-29】版画（3点）江東美術展〔『美術新論』3（9）〕
•【10/16-11/20】《安倍野》第9回帝展（特選）〔『アトリヱ』5（11）、『藝術』6（28）、『美術春秋』4（10）、『美之国』4（11）〕
•【11月頃】下谷区上野桜木町16に転居〔『美術新論』3（12）〕

S04 （1929） 〈32歳〉 •【2/4】日本画会総会 日本画会幹事新任〔『芸天』50〕
•【2/23-3/10】《惜春》第7回革新日本画会展〔『芸天』50、『革新第7回日本画会出品目録』〕
•【4/2-6】《逝く春/銀鳩》第11回伝神洞画塾〔『藝術』7（10）、『芸天』51、『美術新論』4（5）、『アトリヱ』6（5）〕
•【5/17-22】《絹世》《画家の咲枝》（歌の翼の挿畫）《童謡》第14回郷土会展〔『藝術』7（15）、『美術年鑑』1930年度、『ア

トリヱ』6（7）〕
•【8/1-10】《夕》第2回郷土会第二部展〔『藝術』7（21）、『アトリヱ』6（9）、『美之国』5（9）〕
•【10/15-11/20】《盲女朝顔》第10回帝展 （無鑑査） 〔『美之国』5（11）、『白日』3（11）、『美術春秋』5（9）〕

S05 （1930） 〈33歳〉 •【2/25】嘉巳（山川方夫）生まれる〔『山川方夫全集』5巻・冬樹社〕
•【2/20-3/31カ】鏑木清方東海旅行に同行、関西方面へ〔『鏑木清方と珊々会』〕
•【10/16-11/20】《大谷武子姫》第11回帝展（特選） 〔『白日』4（11）、『美術新論』5（11）、『美術春秋』6（5）、『アトリヱ』7（11）、
『美之国』6（11）、『藝術』8（15）、『塔影』12（6）〕

S06 （1931） 〈34歳〉 •革新第8回日本画会幹事・審査委員〔『白日』5（3）、『美之国』7（3）〕
•【3/31-4/10】《投扇興》第8回日本画会〔『塔影』7（3）、『白日』5（4）、『藝術』9（9）、『アトリヱ』8（5）、『美術新論』6（4）〕
•【4/30】式三番叟・三番衣装 曙会花柳寿美新作舞踊発表会〔『初代花柳寿美三十三回忌追善記念』〕
•【5/10-14】《素踊》第16回郷土会、以後展覧会を休止〔『アトリヱ』8（6）〕
•【5/23-25】《素踊》東京会春季展〔『蓬壺帖』、『白日』5（6）、『藝術』9（12）〕
•【10/16-11/20】《素踊》第12回帝展（推薦・永久無鑑査） 〔『美之国』7（10）・7（11）、『白日』5（12）、『塔影』7（9）、『ア

トリエ』8（11）〕
•【10/30】式三番叟・三番衣装 曙会花柳壽美新作舞踊発表会〔『初代花柳寿美三十三回忌追善記念』〕

S07 （1932） 〈35歳〉 •【5/29】春藤会舞台衣装・装置〔『読売新聞』夕刊1932.5.22〕
•【6/12-16】深水・秀峰今昔美人風俗画展〔『藝術』10（9）、『白日』6（8）、『塔影』8（6）、『塔影』8（7）、『美之国』8（7）〕
•【6月】日本橋区浜町1-3（日本橋倶楽部横）へ転居〔『白日』6（6）、『塔影』8（7）〕
•【10/16-11/20】《序の舞》第13回帝展〔『白日』6（12）、『アトリエ』9（11）、『藝術』10（13）、『美之国』8（10）・8（11）〕

S08 （1933） 〈36歳〉 •この年、革新第10回日本画会審査委員〔『藝術』10（14）、『藝術』11（3）、『藝術』11（8）、『アトリヱ』10（2）〕
•【1月】前年12/28隣家火災のため画室であった2階が類焼し麹町区元園町1-11へ転居仮寓〔『塔影』9（1）、『白日』7（1）、
『アトリヱ』10（3）、『美術評論』2（1）〕

•【2/7】三女佳代子生れる〔『山川方夫全集 5巻』冬樹社、山川玄治郎書簡〕
•【4月】品川区下大崎2-183へ転居〔『白日』7（5）、『塔影』9（4）〕
•【10/16-11/20】《蔭に憩ふ》第14回帝展〔『塔影』9（9）、『白日』7（11）、『アトリエ』10（11）、『美之国』9（11）、『藝術』11（16）〕
•【10/27-28】柳（清元）・花火の舞台装置/衣裳 曙会第9回公演会〔『初代花柳寿美三十三回忌追善記念』〕

S09 （1934） 〈37歳〉 •【10/16-26】花柳壽美舞踊衣装写真展（衣装のデッサン等展示） 〔『曙』3〕
•【10/26-27】三枚絵・舞台装置 曙会第11回新作発表公演会〔『曙』3〕
•【10/16-11/20】《アコーデオン》第15回帝展〔『塔影』10（11）、『塔影』11（2）、『美術街』1（3）、『美術往来』1（2）、『アトリエ』

11（11）、『美之国』10（11）、『美術通信』41、『邦画』1（2）、『中央美術（復興）』16〕

S10 （1935） 〈38歳〉 •この年、四女由紀子生まれる〔『山川方夫全集』5巻・冬樹社〕
•志満富（日本橋区呉服橋2-1）秀峰考案衣装しま富染色部製〔『曙』4〕
•【11/23-27】花柳壽美扮装名作舞踊絵展覧会〔『曙』5〕
•【11/26-27】かさ三題/嵐・衣裳 曙会新作発表秋季公演会〔『曙』5〕

S11 （1936） 〈39歳〉 •【2月】花柳章太郎使用 山川秀峰手描き「不如帰」浪子の打掛〔『演劇博物館80周年記念名品図録』〕
•【2/26-3/25】《三人の姉妹》改組第1回帝展 （無鑑査）〔『美術』11（4）、『藝術』14（6）、『白日』10（2）、『塔影』12（4）、『阿々土』

12、『アトリエ』13（4）、『美術通信（日刊）』223、『藝術』14（7）、『美之国』12（4）、『中央美術（復興）』32〕
•【5月】中央美術展審査員〔『阿々土』12、『美術通信』279〕
•【6/6-7】三枚絵 舞台装置 花柳壽美曙会第二回大阪舞踊公演〔『初代花柳寿美三十三回忌追善記念』〕
•【11/19-11/23】第1回山川秀峰個展（獅子もの）〔『個展舞踊を描く 第一 獅子物』〕
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S12 （1937） 〈40歳〉 •【1月】郷土会写生旅行〔『伊東深水全集』〕
•【5月頃】木版『をどり五十番』発行開始〔『舞踊鑑』13〕
•【6月頃】「若柳吉与志師「文屋」衣装考案 山川秀峰」志ま富調製〔『舞踊鑑』13〕
•【8月】郷土会有志二十数人伊豆大島写生旅行〔『塔影』13（11）〕
•【11/7-11】第2回山川秀峰個展（三番叟もの） 〔『古典舞踊を描く 第二 三番叟』〕

S13 （1938） 〈41歳〉 •この頃日本舞踊協会名誉顧問に就任〔『舞踊鑑』15〕
•【4/12】日本画院結成に参加〔『伊東深水全集』、『藝術』16（12）、『美術街』5（3）、『阿々土』22〕
•【10/16-11/20】《佳日》第 2 回新文展（無鑑査） 〔『白日』12（9）、『美術街』5（7）、『阿々土』24、『藝術』16（24）、『美

術通信（日刊）』1109、『塔影』14（11）〕
•【12 月】深水とともに日本画院を脱退〔『美術往来美術特報』63、『美術日本』5（1）、『塔影』15（1）〕

S14 （1939） 〈42歳〉 •【1/14】母・しな逝去〔『山川方夫全集』5 巻・冬樹社、『美術日本』5（1）、『美之国』15（2）〕
•【1/21】朗峰塾・山川塾合同研究会秋山光夫氏の説明のもと開催〔『美術日本』5（1）〕
•【5/25-30】第 3 回山川秀峰個展（道成寺ものほか）〔『山川秀峰個人展覧会目録』〕
•【6/1- 約１ヶ月】鉄道省の招聘により渡鮮〔『美術日本』5（2）〕
•【10/16-11/20】《彼岸》第 3 回新文展（無鑑査）〔『美術殿』7（11）、『美術日本』5（12）、『詩と美術』1（3）、『詩と美術』1（3）・

1（4）、『美術街』6（10）、『造形芸術』1（3）、『美術と趣味』4（11）、『美術殿』7（11）、『日本美術新報』184、『塔影』15（11）、
『美之国』15（12）〕

•【12 月】藤間勘扇新作発表会舞台装置を依嘱〔『美術と趣味』5（2）〕
•【12/10】伊東深水と青衿会を主宰〔『読売新聞』夕刊 1939.12.21、『日本美術新報』194〕

S15 （1940） 〈43歳〉 •【1/25-30】《新吉原おさだ・おなつ》第 1 回青衿会〔『第 1 回青衿会展覧会図録』〕
•【2/1-2/6】山川秀峰大阪松坂屋個展〔『塔影』16（4）、『日本美術新報』205、『美術通信（日刊）』1444、『美術と趣味』5（2）〕
•【2/25】渡支の池上秀畝氏を送って神戸へ下坂〔『美術と趣味』5（3）〕
•【5/1-3】青衿会信州上林温泉を旅舎として志賀高原一帯の写生旅行〔『塔影』16（5）、『美術通信（日刊）』1533〕
•【7/2-4】《道成寺》《藤娘》青衿会陸海軍傷病兵慰問献画展〔『美術殿』8（7）、『塔影』16（9）、『藝術』18（13）〕
•【7/2-4】《信濃路の女》（一）（二）青衿会信濃路旅行記念展〔『塔影』16（9）、『造形芸術』2（8）、『藝術』18（13）〕
•【7/9/13】山川秀峰大阪三越個展（道成寺もの）〔『塔影』16（9）、『日本美術新報』255、『美術通信（日刊）』1589、『美

術通信（日刊）』1576〕
•【10 月】この頃、無涯社結成に同人として参加〔『塔影』16（10）〕
•【11/3-24】《信濃路の女》紀元二千六百年奉祝展〔『美術趣味』5（12）、『アトリエ』17（14）、『浮世絵界』5（12）、『美術街』

7（11）、『日本美術新聞』288、『美術通信（日刊）』1694、『白日』14（11）、『塔影』16（12）、『美術と趣味』5（12）、『美之国』
16（12）、『美術日本』6（11）、『国画』2（10）〕

•【11/15】青衿会小下図持寄会〔『美術通信（日刊）』1683〕
•【11 月】第 5 回大潮会審査員（文部省後援全国小中学校教員絵画発表機関）〔『美術通信（日刊）』1564〕

S16 （1941） 〈44歳〉 •【1/26-30】《羅浮仙》第 2 回青衿会〔『塔影』17（3）、『美術街』8（3）、『造形芸術』3（3）〕
•【2/20】青衿会聴講会（藤懸静也『風俗画の手法に就て』他谷信一〔『美術通信（日刊）』1754、『美術殿』9（3）〕
•【4/5-6】青衿会会員奥利根宝川温泉写生旅行〔『伊東深水全集』、『塔影』17（5）、『美術と趣味』6（5）〕
•【6/7-9】《寶川の宿》青衿会奥利根宝川探勝スケッチ展〔『伊東深水全集』、『塔影』17（6）、『詩と美術』3（4）、『美術街』8（6）、
『美術通信（日刊）』1838、『日本美術新聞』340〕

•【6 月】この頃、伊藤深水と関西方面へ〔『美術日本』7（7）〕
•【10 月】台湾総督府美術展第一部東洋画審査員として台湾へ〔『国画』1（3）、『旬刊美術新報』3、『画論』3〕

S17 （1942） 〈45歳〉 •【2/1-6】《審女》《審童》（双幅）第 3 回青衿会〔『国画』2（3）〕
•日本画家報国会結成の準備委員〔『国画』2（3）〕
•【1/25】青衿会後援会発会式〔『美術文化新聞』24〕
•【3/19-22】《地唄舞「寿」》日本画家報国会軍用機献納作品展〔『旬刊美術新報』20、『国画』2（5）、『市井展の全貌 戦前編』〕
•【10/16-11/20】《月輪》第 5 回新文展（無鑑査） 〔『日本画傑作年鑑』昭和 17 年度、『美術文化新聞』65、『日本美術』1（7）、
『旬刊美術新報』42、『美術と趣味』7（12）〕

S18 （1943） 〈46歳〉 •【1/20-24】《娘》全日本画家報国会献納画展〔『国画』3（1）〕
•【4/7-9】《静》第 4 回青衿会〔『日本美術年鑑 昭和 18・19・20 年度』、『国画』3（6）〕
•【12/1-5】青衿会新作色紙展〔『美術』1（2）〕
•【12 月】神奈川県二宮の別荘竣工〔『山川方夫全集』5 巻・冬樹社〕

S19 （1944） 〈47歳〉 •【5/8-10】《女子作業員》第 5 回青衿会〔読売新聞朝刊 1944.5.9〕
•【8 月】神奈川県中郡二宮町二宮 97 番地の新居に疎開〔『山川方夫全集』5 巻・冬樹社〕
•後援者青山高津伊兵衛邸（ニンベン社長）が空襲で焼け多くの作品焼失〔『山川方夫全集』5 巻・冬樹社〕
•【12/29】逝去、享年 47 歳　蒲田妙覚寺（東京都大田区萩中 1）に埋葬〔『山川方夫全集』5 巻・冬樹社〕

S20 （1945） •【1/20】自宅で仏式により告別式、蒲田妙覚寺に埋葬〔『美術』2（2）〕

S31 （1959） •【4/21-4/26】山川秀峰名作展〔『山川秀峰』〕

＊本略年譜作成にあたり、各項目には主要な出典を明記した。
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山川秀峰の主な執筆雑誌記事

•	「今回の出品画」『藝術』1巻6号、藝術通信社、大正12年（1923）3月15日

•	「挿花」『藝術』1巻17号、藝術通信社、大正12年（1923）年7月5日

•	「〔郷土会展覧会〕私の画」『藝術』3巻10号、藝術通信社、大正14年（1925）5月15日

•	「鏑木清方氏の郷土会総観」『芸天』47・48号、芸天社、昭和3年（1928）12月3日

•	「鏡の中の顔」『アトリエ』6巻7号、アトリエ社、昭和4年（1929）7月1日

•	「川瀬君の人と作品」『美之国』6巻4号、美之国社、昭和5年（1930）4月1日

•	「鏑木清方先生」『美術春秋』恩師を語る 東京版、美術春秋社、昭和5（1930）6月15日

•	「近事雑感」『大衆藝術』1巻3号、大衆藝術社、昭和5年（1930）6月1日

•	「随想」『白日』5巻6号、白日荘、昭和6年（1931）6月1日 

•	「日本画部特選」『大衆芸術』1巻7号、大衆藝術社、昭和5年（1930）11月1日

•	「はなれ技」『藝術』11巻3号、藝術通信社、昭和8年（1933）1月25日

•	「人物のスケッチについて」『美術教習』2巻2号、絵画教習会、昭和9年（1934）2月1日

•	「「三枚絵」装置抄考」『曙』3号、昭和9年（1934）10月26日、曙会事務所

•	「現代風俗画に就て」『絵画教習』2巻11号、絵画教習会、昭和9年（1934）11月1日

•	「出世作が認められる迄の画家の苦心」『主婦之友』18巻11号、主婦之友社、1934年（昭和9）11月1日

•	「先生を語る」『美術往来』1巻2号、資文堂、1934（昭和9）年12月

•	「美人画の製作過程（一）～（七）」『絵画教習』3巻4号～11号、絵画教習会、昭和10年（1935）4月～11月

•	「気儘な註文」『曙』5号、花柳壽美後援会事務所、昭和10年（1935）11月26日

•	「「圓朝」と「慶喜恭順」−鏑木清方」『絵画教習』4巻6号、絵画教習会、昭和11年（1936）年6月1日

•	「〔髪このごろ〕日本髪」『ホーム・ライフ』2巻12号、大阪毎日新聞社、昭和11年（1936）12月

•	「舞踊画に就て」『塔影』12巻12号、塔影社、昭和11年（1936）12月18日

•	「古典舞踊の近代化」『美術往来』4年1号、資文堂、昭和12年（1937）1月25日

•	「春の美人画」『絵画教習』5巻3号、絵画教習会、昭和12年（1937）3月1日

•	「日本舞踊を絵画として」『日本画界』1巻3号、日本画会、昭和12年（1937）8月20日

• 「舞踊画の生まれるまで」『塔影』13巻9号、塔影社、昭和12年（1937）9月7日

• 「画室の中から」『塔影』15巻5号、塔影社、昭和14年（1939）5月20日

• 「平壌の妓生」『美之国』15巻7号、美之国社、昭和14年（1939）7月1日

• 「汐汲」『塔影』15巻9号、塔影社、昭和14年（1939）9月23日　

• 「妓生の美」『モダン日本』10巻12号、モダン日本社、昭和14年（1939）11月

• 「名物帖考」『美術殿』8巻3号、絵画教習会、昭和15年（1940）3月5日

• 「伊東深水 山川秀峰対談会 ‐ 青衿会と人物画を語る ‐ 」『塔影』16巻3号、塔影社、昭和15年（1935）3月23日

• 「洋服の辯」『塔影』16巻12号、塔影社、昭和15年（1940）年12月28日

• 「人物画と紙本」『美術殿』9巻4号、絵画教習会、昭和16年（1941）4月1日

• 「絹本と紙本」『大毎美術』20巻4号、大毎美術社、昭和16年（1941）4月5日

• 「深雪の幻 ‐ 上村松園女史 ‐ 」『美之国』17巻5号、美之国社、昭和16年（1941）5月1日



（31）

山川秀峰の生涯と画業

96

【図六】《振袖物語》
大正8年(1919)　福田美術館蔵
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【図七】《鵲の鏡》
大正9年（1920）培広庵コレクション蔵
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【図十二】《蛍》
昭和2年(1926)	講談社野間記念館蔵

【図二十四】《三人の姉妹》
昭和11年(1936)	ホノルル美術館蔵

【図十三】《安倍野》
昭和3年(1927)	培広庵コレクション
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【図十八】《大谷武子姫》
昭和5年(1930)	個人蔵
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The life and paintings of Shuho Yamakawa

—Exploring expression and Japanese dance painting

YOSHII	Daimon

 Shuho Yamakawa (1898-1944) is a Japanese painter working from the Taisho era to the prewar period 
of the Showa era. He showed his works mainly at Kanten (government-sponsored exhibitions) and other 
venues to include Kyodokai (society of painters studying under Kiyokata Kaburaki), Denshindo Gajyuku 
(Shuho Ikegami’s painting school), and Nihongakai (Japan Painting Association) exhibitions. Shuho is often 
introduced with fellow students belonging to Kiyokata Kaburaki’s school, but he does not necessarily have a 
high profile. Articles, however, in art magazines and newspapers of the time suggest that Shuho had a solid 
reputation.
 In this paper, I discuss his artistic oeuvre of 50 or so years based on his reputation of the day, mainly 
on his works exhibited at Teiten (Imperial Art Academy Exhibition) and transitions in his paintings based 
on his writings in magazines, and approaches to expression that Shuho pursued with a focus on his works 
exhibited at Kanten. I further examine and discuss his approach to expressing the human figure in Japanese-
style painting from around 1930 until his private exhibition, “Drawing Japanese Classical Dance," in 1936. He 
pursued drawing the human figure and began in 1930 to focus on drawing Japanese dance painting. Through 
analyzing his paintings, I present a perspective on how painters including Shuho studying under Kiyokata 
Kaburaki lived. In the waning years of Ukiyo-e (Japanese woodblock prints) and after the last Kyodokai 
exhibition, these painters struggled from the end of the Taisho era through the Showa prewar period to survive 
in the Japanese art world. we can assume the possibility that the main statue was originally enshrined in Yuka-
Ji Temple. It is thought that the power of the provincial governor was widespread in Dewa Province at that 
time, and it is possible that the Yuka-Ji Temple, which became the Jogaku-Ji Temple, was constructed under 
the authority of the provincial governor.
 About half of the Dewa governors appointed in the Konin and Kanmu eras were members of the 
Kudaranokonikishi clan, which was an immigrant clan. In the Kanmu era, the Kudaranokonikishi clan 
received preferential treatment as maternal relatives of Emperor Kanmu. The preferential treatment is thought 
due to the blood relationship with Emperor Kanmu and the awareness of changes in the imperial line.
 The main statue shows the common form with the example works closely related to the immigrant 
clan surrounding Emperor Kanmu and was introduced into Yamagata. It can be assumed that the main statue 
was created for the Kudaranokonikishi clan, the maternal relatives of Emperor Kanmu, whose members 
served as the Dewa governor. The belief is that the main statue can be positioned as an example of work from 
around Emperor Kanmu’s time.


